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Macelwane 博 庄 の 逝去 を 怖 む 
和 達 清 夫 


セン トル イス 大 学 の Institute of Geophysical Technology 
の Dean で ある マ ケ ル ヴェ ー ン 所 (Rev. James B. Macelwane 
S. 」) は , 1956 年 2 月 15 日 , 72 才 を ふつ て 病 の た め 逝 去 さ 
3 師 の 地震 学界 に 尽 さ れ た 功績 の 大 な る を 思い , ここ に 地 

学 侍 と し て 護 し ん で 心から の 哀悼 の 意 を 表す る 。 

本 ルッ ェ ー ン 師 は オハ イ 2 ト み り シン ドン 突 だ 生れ 。 
1903 年 に ジェ スイ ト 教 団 に 入り , 1918 年 に セン Ac 4 (eS 
いて 聖職 に つい (Ce 師 が 科学 すじ を 専攻 する に 到 つ た そ 2 の ② 端緒 は 
自分 と いう より , 教 図 の 指示 に よ つ て 物理 学 を 学ん だ RA 2 の 
に G の 3 師 ( み カリ フォ ルミ ア 天 学 人 お US 物理 数 学 , 及 
び 地震 学 の 学位 を 受け , その 後 2 年 間 , 同 大 学 の 地質 学 の 助 
教授 と し て Berkeley 大 学 の 地震 観測 所 及び ハミ ルト ン 山 の 
Lick Obs. で 働い た 。 

1925 年 に 師 は , セ モン トル イス 大 学 に 新しい 地球 物理 学部 長 
と し て 呼 ( ょ れ パ だ た 。 と の 学部 は 彼 が 創設 に 当 つ た も る ので, 西 半球 
に お ける 最初 の 地球 物理 学部 で ある 。 彼 の 設計 に より Floris- 
sant に 新しい 地震 航 測 所 が 造ら れ , また National Research 
Council の 補助 金 に よ つ て Little Rock, Ark. 及び Cape 
Girardean, Mo. の 補助 観測 所 が 建て られ た 。 

師 は セン トル イス 及び 全 ミ ズー リ 州 の 科学 界 # を 指導 する ほ 
か , 1928ー29 年 に アメ リカ 地震 学会 の 会 長 に 二 度 選 ば ぼれ, 
Jesuit Seism. Assoc. の 会 長 で も つた ほか , American AS- 
soclation for the Advancement of Science の 副 会 長 で あ もつ 
本 0GR937 年 は ミズ ー リ 科学 学 二 院 表 び セ トラ レ イズ 
科学 学士 院 の 院長 を つと め た 。 師 は また , 1953 年 に アメ リカ 
地球 物理 学 連 曲 の 会 長 に 選挙 され 3 年 間 つ と め , 1948 年 に は , 師 の 長年 の 学界 に 対す る 基 績 を 以 
て , William Bowie 性 を 受け た 。 最近 で は , 師 は 南極 に お ける 地球 物理 学 的 観測 調査 の 分 科 会 の 
Chairman で あつ た 。 

師 は ワシ ント ン , ジョン カロル, マル ケッ ト 。 セ ント ノー ベル 和 な どの 大 学 の 名 管 学 層間 技 M500 
て いた し , また , 昨年 5 月 , 著名 な カ ソ リ ッ ク 科 学者 に ウィ ラノ ヴァ 大 学 か ら 毎年 贈ら れ の 開 旬 
ーー 2 

師 の 地震 学 に お ける 業績 に つい て は , 詳し く 拳 げ る まで も な いと 思う が , 師 が 近年 研 に 56 
の 0 WS E. Ramirez 師 と 共に , 洋上 に お ける ハリ 6 ン 及び せん 風 の 進路 を , 地表 面 の 
ンチ RM うす サル お よび 大気 中 の 微 振動 の 研究 な ど で あ る 。 ー カ は 
考案 製作 され た 地震 計 は , いま 世界 中 に 広く 用 いれ 名 声 を 得 て い る 。 

マ ケ ル ヴェ ー ン 師 は , 3 の 終り , 私 が 学校 を 昌 出 た 頃 地球 内 部 の 構造 と いう 論 婦 を 発表 きれ だ た の 


Reverend 
James Bernard Macelwane S.J. 


を 記憶 する 。 1920 年 項 に は 地震 計 を 用 いる 石油 探査 に ペイ オニ ア 的 役割 を し た 。 そ の 他 研 完全 表 好 
岩 の 踏 査 や , 地震 波 の 伝 揺 や , 走 時 の 研究 な ど 多 方 面 に 互 つて い * る 。 

私 が マ ケ ル ヴェ ー ン 師 と 初め て 会 つた の は , 1950 年 , セン トル イス の 飛行 場 で 。 その と き 縛 見 
E. Brooks と 二 人 で わざ わざ 私 を 迎え に 来 ら れ た 。 師 は , セン トル イス 大 学 の 地球 物理 研究 所 内 を 
Me まで 案 向 し ,。 一 々 し 視 下さ きつ た の で , 私 は す つ か り 疲 れ と この 70 才 の 師 
の 頑健 な の に 感心 し た ea ょ , 学生 と 調査 旅行 に H る 3 と 。 山野 を 元 宗 に 一 且 9@ 間 を 歩き 。 
学生 の 方 が か えつ て まい つた と い 5 が ある くら いで ある 。 地 が 終 つ て Dean の 宇 に 戻 つた が | 

それ は 狭い 質素 な も る ので, 記 は 0 に 回 引出 し を あけ . 何 が 出る の か と 思う と , 衛 箱 酒 の 貝 と 有 
ラス を 用 し て , 上 れ た で し ょ うぅ まず ー 林 と 租 和 し て 秘 に 人 勧め た 。 そ の 佑 し さけ に 

RSSS 2 リ の ら セ ン ドー , Sprengnether 氏 の 地震 計 製 作 工 場 に 一緒 引 較 細 
の) 4 私 の セン トル イス 滞在 の 数 日 の 間 , 師 は 完全 に 私 の た め ? AM を ご いで 


つた 。 師 が 非常 Pe 字 敵 に 打ち こ す ? 5『 人 で あり 用 | か (ii く 032 AN な リ ) は ,Father 
と 呼ぶ に 全く ふさ わし いと 私 は し み じみ 感じ た 。 

1954 年 ロー マ で 【I.U.G.G. の 総会 が も あつ た と 私 は も う 一 度 , 師 に 会 うこ と が で きた 。 い 
$ ふ 変ら ぬ 温 顔 で 迎え られ , 愉快 に 地震 談 を し た が , リリ ライ の 2 の 0 うし て (9 
し , 今 日 の 計 報 を 聞こ うと は 夢 に も 思わ ぬこ と で あつ た 。 29 

Father Macelwane は 一 生 を 僧 房 に 過 し , 科学 に 没頭 し , 教え 喝 を わが 子 の 知 く 変 ( 、 そ の 旭 3 
深い 生涯 を 終え た 。 温 い 心 と 飾ら ぬ 素 朴 さと は , 接する すべ て の 人 を し て 和 師 を し 5 させ た o い 
ま 師 は , 師 の 思い 出 深い 地震 徳 測 所 の ある Florissant の 墓 に , 究 ら か に 有 眠 つ て お られ る で あろ う 。 
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表面 地形 に より 誘 発 さ れる Rayleigh 波 (1) 
(次 元 の 場合 ) 


東京 大 学 理学 部 地球 物理 学 教室 佐 藤 良 輔 


( 曲 和 30 年 6 月 30 日 受理 ) 


On Rayleigh Waves generated at Rough Surfaces (1) 
(Two Dimensional Case) 


Ryosuke SAro 


Geophysical Institute, Faculty of Science, Tokyo University. 
(Received June 30, 1955) 


When elastic waves are incident to a rough surface, we must take some other distur- 
bances in consideration in addition to regularly reflected waves (which are first approxi- 
mations), in order to satisfy the boundary conditions at the free surface. In this paper, 
we investigated only Rayleigh waves of these excited waves when the incident waves has 
the form of a unit function, assuming the slope and the magnitude of the roughness small 
compared with the wave-length of the incident waves, which is reasonable in seismology. 
The main results are as follows: 

(1) The Rayleigh-pulses appear in the direction of propagation of incident pulse 
(positive direction) and in the opposite direction (negative). 

(2) These pulses are confined to the very neighbourhood of surface. 

(3) he Rayleigh-pulses are generally larger in the positive direction than in the 
negative direction, and especially, when ざ P-waves are incident at an angle 。 (which is 
larger than the critical angle), this pulse is very large in comparison with ones for the 
other angles of incidence. 

(4) The larger is the angle of incidence, the shaper is the Rayleigh-pulse in the posi- 
tive direction, but ones in the negative direction become more blunt. 

(5) These pulses are excited by normal incident pulse but do not appear in the case 
of tangential incidence. 


S1. 序 論 . 地表 近辺 の 構造 の 複雑 性 , 例え ば 媒質 の 不 均質 性 或いは 層状 構造 2 笛 に よ つ て 


弾性 波 の 受け る 影響 を 取扱 つた も の に は , 幾多 の 論 女 が ある が , 水平 方 向 の 不 均一 性 , 特に 地 


表 の 凹凸 の 影響 を 論じ た も の は , その 取扱 い の 困 難 さ の 為 に , 本 間 ゆ の の が 始め て その 間 題 を 


遂 上 に の せる 迄 は 殆 ん ど 手 を つけ られ て 居 な か つた . 併 し この 論 女 で は , ア 波 或 い は め 流 


(共に 平面 調和 波 ) の 入射 に よ つ て 地形 の 凹凸 の 為 に 生じる 変位 に つい て は 単に 積分 表示 で え 


た の み で あり , 唯 表面 に 治 つ て 伝播 する Rayleigh 波及 び Love 波 が 受け る 影響 に つい て の み 
或 地 形 に つい て その 変位 を 求め た に 留まり , 然 も その 後 は 再び この 種 の 問題 は 用 過 さ れ て 店 た ・ 
ここ では, ア 波 或 い は SY 波 が 表面 に 向 つ て 入射 する 時 , 表面 が 平面 で な い 為 に 励起 され 
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る Rayleigh 波 を 取扱 い , 入射 波 が 平面 調和 波 で な く unit function の 形 を と る 時 (その 
wave-front が 或 稚 測 点 に 到着 する 迄 は 零 , その 瞬間 か ら 1 と な る 様 な 変位 ポン テン シャ ル を 


持つ も の ) に 拡張 し た の で ある 


$2. 計算 . 先 づ 最 も 簡単 な 場合 と し て の 間 題 を 二 次 元 に 限 つ て 議論 を 進め る ・ 
水平 方 向 に z 軸 , 鉛直 下方 に 軸 を と り , 変位 の 々 及び 々 成分 , g 及び の が 次 式 
z 三 9 の /9> 二 の の /9z , =99/9z 一 9 ゅ /9z , 位 分 
で 定義 され る 様 な 函数 @, ゆ を 導入 し , これ ら が 何れ も 〆"*′ に 比例 する も る の と する と , 運動 
方 程 式 か ら , ゆめ, の は 夫々 ・、 了 0 
( ど 十 ) ゐ =0, (アオ) ゆ =0 . (2) 
ゲーpo?(4 十 るーe7g2 。 三 po7 み 7 ば (3 ) 


を 満足 する 事 は 良く 知ら れ て 居る 事 で ある . 此処 で 4, 4 は Lame の 常 数 , 。 は 媒質 の # 
〆, ) は 夫々 疎 密 波 及び 振 涼 の 速度 で ある . 
次 に 地形 曲線 の 方 程 式 を 


々 王 6(②) いり 
と し , この 曲線 の 法 線 方 向 の 応力 成分 を >, 久 , 又 zz 座標 に 於 ける 成分 を え 。, 用 , 等 
OH 


や =[( ク ー パ の 二 1 一 の う ]/(1 二 6 う , (5 ) 


クニ [の 填 ギ 。6 の ター2 グ の 。・ の 7]/(1 二 の う . 
此処 で ど = ニ の / の の で ある . (1) で 定義 され る 数 @, ゆ を 用 いる と , 結局 <= と に 於 ける 境 
界 条件 と し て , 
ー2( の 一 の 。。 十 2 の 。)・6 十 (29。。 一 だ の ゆー2 の 。。)(1 一 どう =0 | (6) 
ー( が の 十 29。。 十 2 の 。) 一 (が の 十 2 の 一 2 ゆ 。) 6 ツー2(29。。 一 だ の ゆー2 の 。。) の =0 


が 得 ら れる . @zz, ゆ 。。 等 は 0*@/9>? の の /9z9z 等 を 示す . 此処 で 表面 地形 人 C つ いて 次 の 仮定 
を 設け る . 


しく て 1 。 II で 1 2069 
入射 波 の 波長 に 較べ て 地形 の 凹凸 は 小さ く , 又 そ の 傾斜 $ 相当 緩やか で ある と い う この 仮定 は 
実際 上 可 成 愛 当 で ある と 考え て 良い で あろ る 5. 
拡 て (2②) の 解 と し て 次 の 形 を 採る 


の = の 」 十 用 の 。 十 の , ゅ = ム み 」 十 ゆめ 。 十 の . (8) 


の , の は 表面 が 平面 で な い 為 に 受け る 援 乱 を 示す も の で , 又 む , @, め , みあ は 平面 の 場合 の 
解 で ある . 即ち 波 或 い は SY 波 が , 入射 角 の 9 或いは の で 入射 する 時 。, 
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ニン 6 Sin 9 一 る Cos 6)] が 2|o を 一 が (sin 9 cos の ] 怖 
2[o4 一 大 (2 sin oーe Cos 夫 (9/ 0 
6 の の の [o4 一 を (2 sin oe cos 4 
で 与え られ る . 又 反射 の 法則 か ら , 
sin 9 ニー ん sin の . (10) 


が 当然 成立 する . 更に 平面 波 の 表面 反射 の 理論 か ら 容 易 に 知ら れる 様 に 。 茶 レ し ア 波 が 入射 す 
る 時 は , 2= テ 1, 2= テ 0 と 置い て , 


ニーバ (一 2 sin? の * 一 4g sin 9 cos の ・sin の ・cos の )/4 , ) 
どー4 sin の cos の Z 一 2 sins の /】 , ) 11) 


令 ウ 波 が 入射 する 時 は , 2=0, 2 一 1 と 置い て , 


用 ニー4z sin の cos 一 2 sin2 の )/ ガ , | 12) 
ゼニ テー(( ヶ 一 2 sin? の * 一 4z sin の ・cos の ・ sin の ・cos の )/ , ) 
で 与え られ る . 此処 で , 
c 三 7//ー(4 十 2Z)// , イー(g 一 2 sin2 の )2 十 4z sin の cos sin の cos の . (13) 


(⑬ を (⑥) に 代入 し て 《 の 間 に 展開 し , の , の が 0⑥) で ある 事 に 注意 し て 0(⑥) と 0⑥ り 
の 項 を ぬき 出す と , 結局 <=6 に 於 ける 境界 条件 は , 近似 的 に <=0 に 於 ける 境界 条件 に 書 直 
され 次 の 式 が 得 ら れる . 


[2 の 7 一 だ の ー2 の 4 ルーo 2 [2(2 の 1 アック = の 。。/) 一 が (の め 」。 十 どの みり 一 2( の 2 の 十 の 2Z。)]-6 a ( 
3 ド 2[(2 の 1 アダ 3 の 2z) テ (2 の コ 2【/) 7 之 ゴ ド 2( の の 」。。 の)]-6 了 ( 


デー ア (⑦ ニ =ーMZP,( の , の が で ちの の が で je TP 9 「 
[だ の 十 2 の /。。 十 2 の | っ ニー[ が (2 の 。 十 人 4 の の ) 十 2(2 の 。/ 十 4 の 2) 十 206 の お の レー と 


語 が の 5)ー2000 の 02 


(14) 
(の , の =[2 sin cos? (2 十 4) 一 g2 cos の (1 一 2 sin? の )( の 6 一)] , 

万 (の , の テー2[1 一 2 sin2 の (2 二 4) 十 2Z sin の ・cos の 〉ー ア ぢ )] , (15) 

の ,(②, の = ニー[cos -( ヶ 一 2 sin2 の ( 々 ー4) 十 の 72 sin の cos* の (の 十 )] . 

の , の は 勿論 Helmholtz の 方 程 式 
(の 十 / の の 0 , (万 士 記 ) め =0 (16) 
を 満足 する . そこ で 今 こ の 解 を 

0 と 922 (17) 


ニレ ど 二 記 , 。 ルー レー 8) 
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置く と , 境界 条件 (14) を 満足 する 解 は , Fourier の 積分 定理 を 用 いて 次 の 様 に 一 般 化 され 


の = 7 (》)@ の 7 一 8 | 7(7) の 5 の 7 , 
7 唱 也 に 7 


0 
ダーー テ | 7 の の ー | の の. 


葉 和 MG。 ア (の 7) は (146 生え MCb の で あの 0 し の 。 の の 爺 ほ 


が = 2 を 48.。 一 4e2 二 便 ( ゆ ー の 2e4 7 と = (2 ダー が ) 。 4zz 二 作 ⑦ー の すん 


AA の ]-。 久 の 
2 ) ー4ez 填 笠 (@ー の 寺 4o7 と | 2 を 2。 ー 48 を 十 5( タ ー ク ) 十 2 の 7 
5 C 着 0500 8 
(20) 
が )= ニ (2 一 記 7 一 4 を 24428 . (21) 


で 与え られ る も の で ある . 
この 積分 を 求め , 更に 入射 波 が unit-function の 形 を と る 場合 に つい て の 人 解 を 求め る に は , 


E. KR. Lapwood%2 の 行 な つ た 近似 方 法 に 従え を ば 良い . 即ち @ を 複素 数 と し て Riemann 面 に 


が ける Sommerfeld contounr に つい て 積分 を 行なう の で あぁ ある. この 方 法 に よる と , (20) は 先 
づ ポ (@) き 0 及び (②ー7 ミ 0 に よ つ て 次 の 様 な 積分 表示 で 与え られる. 
1) Wo)>0, >ー ッ ジジ 0 或いは Wo) < て 0, 2 タマ 0 の 時 . 


が ーー| 和 ポ ら ー4c%ー66( の 0 直 og/ 3 の 人 6 00gr98p 30 3 


7 が ⑥) が ) 
7 Me 2 の 3200 涼 二 ん 4 
IL2C^ー ん) ん 2LW(20 ウ ) PA 22 ぐ 4e 一 gz 一 2C(⑦ー 2 
る に 2 必 ( め / 2 AS B 々 (( 錠 2) 十 2 の 7 
"= ao ーー] 6 
区 (/M / 放 選 (は 7 


(2②) 
ni) 選 @) 0, >z-y マ 0, 或いは Wo) ぐ て 0, >ー タ 0 の 時 . 


が (の) 7 


ダー ee2 十 46( タ ー ダ ) 十 9o と / が e 一 4e を 十 9((⑦ー7) 十 2o7 7 
/ 沿 (0 二 /84 AS 


が (で) (の ) 


0 e 48 る ] 2 (の Z ) ト ?o/ g の と 1 の ー 多き @ ー4gz 十 64〈(ー ク ) 十 77 の と | 
7 或 は 7? 7 或 は 7/ 


(23) 
叱 処 で 7, ガ は Fig. 1 に 示す 様 な 積分 路 で ある . 


以上 の 積分 表示 か ら , 色々 の 速度 (の 波 , SY 波 , Rayleigh 波 待 で 伝わる 色々 の 波 を 来 


め る 事 が 出来 る が , 此処 で は Rayleigh 波 の 速度 で 伝わる 波 の み に 着 目 する 事 に する . 


自 且 ( こ 9 
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拡 て , 被 積分 画数 の Riemann 面 第 1 葉 
(4 の) 用 0, 9KC4) ン 0 と 定義 ) に 於 ける 
極 は , Rayleigh 波 の 速度 を 7 と する と , 


7 証 


れる 事 は 既に 知ら れ て いる . 7 は 4= テ ん 
の 時 , 0.9194-・-8 に 等 し い . 従 つ て C。ー 
* に 於 ける 4。, 4 の 値 を , 


(eo)> 0 介 ( ぃ ) く O 


IN 
Contour, branch points (x) and poles (O) 


4。 ニ キキ の テー ラーg-? = 二 @/7e 。 in the C-plane 


と 置き , 上 の 積分 の 留 数 を 各々 の 場合 に つい て 求め る と 次 の 様 に な る . 
A) zー ッ 0 の 時 . 

の 1o 士 ? ィ 二 る ク の 1o 十 7 ィ 二 で ー ク 

渡 " 【 の )) 【)】 2 寺 三 * 【4】 〈⑯⑩ っ ーー 
8 者 CeDP0. Ak と 2 だ 7 bo 1 
Zo 十 0 て キ 6ー グ Zso 十 7oc 二 サー 

ー の 5 の 【CD2 aa ー の 5 の 66 に と 
の 2 の -1e Y D の = の 証 ら Y り 

(24) 


b) 況 (の ) ぐ 0. (24) で 一 一 の 代り に , か か, か , 又 4, 。 の 代り に 一 4。, 一 わ 。 そ 
置け ば 良い . 


B) > タマ 0 の 時 . 
ー の io 土 267ー ィ ーー ク AA ー 1 上 20 の ーー ク 
る ) 泌 ( の ) ※ 0. の 一 ーー 用 」 の -1e Y の 。 三 24。 の -1e M 5 
8 ー2>o 十 2oe/ー タ 一 グ ー2>o 十 2o7ー ィ 7ー ク 
の ー2 ガ 」 の -1e (の ーー76 誠 の 42 Ne 
(25) 


b) 江 (o) ぐ 0. (25) (G の ー カ > の 代り に , か , の , 4 4 ー の 。 の 代 り 代 計 。 と 
置け ば 良い . (24) 及び (25) で , 


3 
0 00: も と ーーー タ 727e78(7e 十 72 十 272ー47g7g 十 2727g7g/ の ) 」 
278 
の 
2 ーー コク (2 スーg 2) 


っ 導 (27 プ ラーg- の 737e7g(7eg 十 7g 十 272 一 47e7g 十 2727e7g// の りー 
み カー2/7。, の 。 2/78, ィ 三 ァ 一 (2/7) , で 三 ヶ 上 (%/7) ・ 


次 に ? に つい て の 積分 は , 上 の ー | のみ + | の ? で ある か ら , z が 正 で , 地形 の ひろ 
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KSNTRHDJN NE Pa 
相当 大 きい 時 に は , 近似 的 に ゥ ーッ y ペ 0 の 場合 に つい て の み 考 ん えれ ば 良い . そこ で 先ず 前 者 の 
場合 に つい て (19) を 求め る と (6②) が |zl 一 co で 0 に な る と し て ), 


山 干 1o 士 2 の て の 0 
の "ニー ー [ 刀 」 土 2 万 。| の 2e め | と (7 )@ 2 の 7 し 
だ コ 2z み 9 
尼 (o) 科 0. (27) 


寺 7zo 十 2or (ニー) 
SO [ 太 王 27。|o2e 1 と ⑦@ 97 , 


97208 思 京 0 の の (の の 。 、 
(28) 


2 衝 の 全 20072 = の の 一 ち ( の の ( ウーsn ) 


が 得 ら れる . ? が 負 で 大 な る 値 の 時 も 全く 同じ 様 に し て 次 の 様 に 求め られ る . 


1 時 0 1 Sm 9 
/ 及 MAE3727 人 Py 了 と ⑦)e「 ん 
ッ ー 2z3 
四 ) を 0. (29) 
2 a09 、 1 9) 
0 4 | Do KO Pe 22 
万 」/4。 ニ ムカ / お > ニテ の (の , の ) , 
2 6 30) 
7 ニア / お ニア (の の + ち (6, の ( “ sin 9 ) 


以上 で 〆 の 9? を 含む 平面 調和 波 が <=6?②) で あら わ さ れ る 地表 に 入射 する 時 , |z| の 大 きい 
所 に 謎 発 さ れる Rayleigh の 変位 ポテ ン シ ャ ル が 求め られ た わけ で ある が , 次 に 6(②) を 具体 
的 に 与え て 積分 を 求め , 更に 入射 波 が , 


の 」 = 尼 の = UE Sin 9 一 る cos の | の =ー0, (どど 波 入射 ) 


2Z72 
(31) 
の 0 の : 三 0 め 」 の 2 者 6 Sin の 一 る COS の | ま (SY 波 入射 ) 
で を えら れる 時 の 変位 を 求め る . 但し 上 式 で 万 ($) な る 数 は , s ぐ 0 の 時 0, s 之 0 の 時 1 で 
全 えら れる 所 詩 Heaviside の unit fanction, 又 積 分 路 ⑳ は , 複素 平面 上 で (一 co 一) か 
ら (一 2c) に 向う も の で ある (c>0). 
⑪) くり) テー バ f/(29.F290 (2 20) の 時 


入射 波 の 波長 に 較べ 地形 の 高低 及び その 公 配 が 小 と 言 5 仮定 か ら , |zK/@| 及び | の | は 相 
当 愉 小さ きい も ゃ の と する 
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先 づ ? が 正 で 相当 大 きい 所 で は , 


還 に EAN 計 
| ce za 0 の の 7 ニー Se 2 Co り 。 Vo) 克 0 , 


で ある か ら , (27) か ら 


2 当 也 ) 四 Y で 
上 の 21oe の To ーー 王 P7G を たま) ぅ っ 十 の の 十 6 の て 
ッ + 23c EGG * ッ + osgl な 〒 52 ーー 
(の ) 用 0 (32) 
る 1 sn の る 呈 S1 の 
= +( は 。= ( 1( 
ia 電 キ ド ーー ェ の 1 )c 33) 


従 つ て この Rayleigh 流 の 変位 の 水平 及び 鉛直 成分 を 夫々 2.。 の. と する と , 


. の レー: の 久本 ジニ ーー の - の 
27+ を つい の ピーー・ の 守 %+ 千 25+ 2 ニキ ギー の" 十 2 一 ・ ゆ 寺 2 の r 十 の 5+ , 
/ 全 2 馬 76GD 7 7+ り 間 放 


の) 逐 0 . 3 
で 与え を られる. 此処 で r , 2 の rr は Rayleigh 波 の irrotational part, 2。+/。 2 の 。+ は distor- 


tional part で ある . 
次 に 入射 波 が 調和 濾 で な く , (31) で 示さ れる 様 な 形 で 与え られ る 時 , 24", 9.” に 対応 する 
湊 人 2 2。 比 、 と する ちる. ら は 。 


2 の 嘱 ソ ニー | 2 35) 
9 人 


oz の 2z2 の 

で 与え られ る . 積分 路 Q は Lapwood の 行 な つた 様 に 一 o か ら 0,0 か ら 十 oo まで , 

arg ゥ テー ァ /2 十 6 の 部 分 を 避け , 実 軸 ょ り 下 で 2 つの loop を 画 い て 達する も の で ある . 
か くし て >? の 正方 向 に 伝 据 す る Rayleigh-pulse の irrotational part の 及び 


distortional part の 5./。 ゆ 4 は 次 の 様 に 求め られ る の で ある . 


生 w 人 
の に 95: ro レ リ 太 が cos (3 ゆめ 」 十 9) , 
1 
/ 1 1 = を 
ュー ル 7 一 5 ッッ 4 Sin (3 うめ 十 9 ヵ ) , 
2000008 (36) 
5 1 1 人生 E 
ーー sin ⑬ ゆ 一) , 
2 昌 1 で とこ 
の ーーー だ cos (3 一 み の) 。 
7ー 刀 /zcg3 , 必 ーtan ユ の / の 9, ゆー 人 tan~! ィ / の > 
(4」 万 (の の 一 妃 ( の の (@/7 一 sm の ) | 
を ー1 = 本 ルン 只 ーー グ N> の デ の 
tan 万 7 ガニ tan 介 Oo,(⑰ の (37) 


2 の ,( の , の ) | 
上 = = と ンー 
0 の 記 (の の 一 (の の (@7 ケ ーsin の 
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商 ,(37) に 於 て , 4。= ぢ 」, 又 4:/4。=2/77a(272ー ム の うり , お ュー277a(2772ー ジ の で ある か 
ら , (27 つ ーg-292 一 47-27g-17g-ー0 な る 事 を 考慮 する と , 4:/4。= 」/ お 。, 即ち 万 :/ ガ ニカ / 
と な る か ら , @ と 9。 に は 9 十 9 三 z/2 な る 関係 が ある ・ 

次 に z が 負 で 相当 大 きい 時 に は , (29) か ら , 


の ニャ キャ ーーー[ ガ 。。 王 27/]ore の ho 0 = 一 = を [ 太 エ 27/]o2e チチ gg 2402 
ッ ー 7227/ ッ ー 227 
必 (o) 有 0 . (38) 
1 昌 in の 
の ーー (> < 。 の = ニオ ( ー キ ーー ): (39) 
7e 7 22 人 78 が 0 
と な り , この 場合 の 変位 は , 
2 ご 2 @' 王 の 1 まがっ 3 ンー っ の ” 0 の / 財 の - 十 2 の 5 
07300 8 7 ゥ ツー 7 ッ ー 


四 の ) 之 0. (40) 
で 与え られ る か ら , 結局 z の 負 方 向 に 伝播 する Rayleigh-pulse は 次 式 で 与え られ る ・ 


屯 - = ルー oi hf2 sin (3 ゆめ. 一 7) , 2 
人 2: ょ あい 6 の Sin (3③⑳" 十 9 ) 。 
1270 陣 だ 才 / 8 OPDin uF cos (3 ゆ / 十 9。) . 

め /ーtan-! ィ 7 , > 王 tan~!e7/ の > ・ 


6: tan 2/」 人 in 垂 . (の の 土 (②, の (e/7 十 sin の | 


用 の (の , の ) 


アー ク JJ め の (の , の ) 
6 = tan-17//7 ー tan_] ーー | 
3 ぢ 。 万 (の の 二 選 の の (2/7 十 sin の) 


(42) 


09」/ 十 9。 ニー/2 ・ 


以上 の 様 に 得 られ た 結果 に つき , 4 ニム 即ち ポア ッ ソン 比 を 1/4 と 仮定 し て 色々 の 入射 角 に 対 
する 変位 を 調べ て 見 る . 

先 づ Fig.2 は , の cos (3 の 十 9)/(⑦ 十 < の 72 及び の sin (3⑳ 二 9)/(⑦ 十 2)972 の 種々 の 8 及び 9 
に 対す る graph を 示す . 即ち 上 記 の 波 の Wave-profile を 示す も の で あぁ る. これ ら の 波 の 極 値 
は 何れ も の の > の の に 逆 比例 する か ら , 表面 の どく 近辺 に 限ら れ , 表面 を 離れ る と 急 
激 に 小さ く な る も の で ある ・. 次 に Fig. 3 及び Fig.4 は , ア 波 が 入射 する と き , 各 入 射 角 に 対 
する の. 95 の 9 及び アレ 万 * 二 記 745。 ソン / お ソン 万 2 二 記 274。。 2 が 2 / お , 


co 
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5=4\ Ss45 4 
$ こ 135" Se 45* io 還 9 縛 GtaDh 語 ot 還 の 5 認 ひ piO1 ま ad 記 の 議 O6 
Various angles of incidence 9 in the case of ア - 
pulse incidence. 


JET/, 
5=90' 5=-9' 
s-180 2 の 10 0 
5= 13『 る =-135"* 
5=-135" 6=- 45" 3 9 
90' 60' 30 遷 30" 60' _ 390 
Fig. 2. Graph of og? cos (3 の 9)/( の 7* 十 ??2)372 and 


9 sin (3 の @ 二 9)/( の <272 against z/9 for varions 9 Tig.4 Graph of 万 ゅ 万 4 アー お ), 
and @, which indicate the wave-profile of Rayleigh- 万 」2 万 > 74。 and 万 2 上 万 2/ お 」 (4 お) in 
pulse for various angles of incidence. the case of ア -pulse incidence. 


(4。= ど ぢ ) の 変化 を 示す . Fig. 4 か ら 見 る と , z の 正方 向 に 伝播 する Rayleigh-pulse より , 
負 方 向 に 伝 括 す る も の の 方 が 寧ろ 大 きく あら われ る 様 に 見 える が , の , の 等 も 赤 入 射 角 の 函 数 
で ある か ら , 一 概 に そう 断定 は 出来 な い . そこ と で 上 の 値 を (@7 一 sin の ? 或いは (ge/7 十 sin の 3 
で 割 つ た も の を つく る と , 表面 に 於 ける 最大 変位 の 大 凡そ の 変化 を 見 る 事 が 出来 る (Fig. 5). 
この 図 か ら 知 られ る 2・3 の 点 を 挙げ る と , 鉛直 下方 か ら 波 が 入射 する 場合 に も Rayleigh-pulse 
は 生じ る が , 水平 に 入射 し た 場合 あら われ な い (鉛直 下方 か ら の 入射 の 場合 その 入射 波 の 変 
位 は の 。=0, ゆ = 万 7 上 </)/Z, 水平 入射 の 場合 は の 。 テ ニー 万 ⑦ 一 /)/ み , 60 で ある ). の 
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YE 補 /BW+sne) 2 
RXR /A: 計 sm e) 
90 6 30 の 39 2 30" 


9 


Fig.5. Graph of 孔 2+ 万 2/45(%/ イ ーsin 08,。 アラ 二 7 
ge/Yーsin の 8,。 所 2 所 2/42(c/Y+sin の 8 and 五 2 直 7 
(eg バーsin の)? in the case of ア -pulse incidence, which Shows 
a variation of approximate maximum ~displacement of 
Rayleigh-pulse for various angles of incidence. 


クイ 
6=60' 
Fig.6. The rough sketches of wave-profiles of Ray- 
leigh-pulses against </ の , </ の , て / の / and </g。′ for the 
angles of アア -pulse incidence 0?, 30? and 605.。 Numbers on 


ordinate indicate the relative values of magnitude of each 
DulseSs, 


正方 向 即 ち 入 射 波 の 進行 方 向 に 伝 
わる Rayleigh-pulse は , 逆 方 向 
へ の も の より 一 般 に 大 きい ・. 後者 
は 入射 角 30?" て 70? で は 殆 ん ど 同 
じ 位 の 大 き さ で , 他 の 入射 角 で も 
と 之 り 穫 つ だ 値 は と ら 2 愉 
が , 前 者 で は 70? て 80” で 最大 に 
な り , それ 以上 の 角 で 入射 する と 
急 に 小 と な る . 以上 の 事 か ら , ア 
波 が 入射 角 0?, 30?,。 60? で 入射 
する 時 生じ る Rayleigh-pulse の 


各 成 分 の wave-profle を 画 く と 
Fig.6 の 様 に な る の で ある . この 
図 で 縦 軸 の 数 字 は 変位 の 相対 的 な 
大 き さ を 示し た も の で 値 自 身 は 意 
味 が な い . 又 横 軸 は </2 或いは 
oc/ の で ある が , の は 々 = テ 0 の 時 タ z 
の 正方 向 に 行く 波 に つい て は 入射 
角 の 増す 程 小 と な り , z の 負 方 向 
に 行く 波 に つい て は 入射 角 の 増す 
程 大 と な る の で あか ら , 莉 し r 牙 
い は で を 横 軸 に と る と , z の 正方 
向 に 伝わる Rayleigh-pulse は 入 
射 角 の 増す 程 sharp と な り , 負 
方 向 へ の も の は 入射 角 の 小さ い 
SharD と な る わけ で ある . 

Fig. 7, 8.9 は ぶ 了 波 が 入射 す 
る 場合 の . Fig.. 3,4, 5 に 相当 す 
る 図 で も ある. この 場合 は 入射 角 の 
が SnT110/2 の UI(2 伺 IN の | 時 の 
角 は 35"16') を 越え る と , cos の = 


*AN 
Hf 
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180 500 
6、 
$、 30 
| 9 1400 
引 | 
Em 69 sO 30 6 9 l 
Ns jS5Ye ” ! 
5: 
97 60' 30 30" 7 
Fig. 7 loo Kirei3 | 
B き -we7 / 1 
ー- JR か 17/B ぎ rsae) RM 
ニテ J(SH7r(RHD/A。 を xsm @7 の /RHKRHY 
ノ Ai き -s6) 
: 20 6 30' 0 30 が 
160 0 6 30 
1 Fig. 9. 
Figs. 7, 8, 9. Figs. 7, 8 and 9 show the graphs 


in the case of ざ P-pulse incidence corresponding 
to ones in Figs. 3, 4 and 5 in the case of の -pulse 
incidence. 


ー2/o sin2e 一 1 と 置か ね ば な ら な い . 即ち 


万 , 7 等 は 複素 数 と な る . 


従 つ て この 午 開 


GE 


実数 部 分 の みみ を と つて ある ", 


MC HIg。 9 23 紀 


yHrHi /A,。 3576/ 


2 っ 


内 で は , 


入射 角 が 


入射 小 の 進行 方 向 と 同 方 向 に 進 


0"<35?16′ の 範囲 則 ち 臨界 角 
ぢ 


2 29 9 0 2 0” Rayleigh-pulse は 逆 方 向 の それ より 稲 大 きい 
0 に 留まる が , それ 以上 の 入射 角 こ に なると, 前 者 

は 非常 に 大 と な り 入 射 角 80? 近辺 で 最大 , それ を 越え る と 急激 に 小 と な る . これ は 入 遇 波 が 
unit-function の 形 を と る と 仮定 し た 事 に よる の で ある が 注目 すべ き 事 で ある . 以上 の 結果 か 
ら , 入射 角 0?。 30?, 60" で ぁ る 時 の Rayleigh-pulse の 名 成分 の wave-profile を 画 く と 
Fig.。 10 の 様 に な る . 尚 び は ヶ 2 の 正方 向 に , 北 は 鉛直 下方 に た 正 と と つて あぁ る か ら , Fig. 6 
了 引 RISl0IG の の 上 E で 旭 つい "push" で ある が , の が EE 人 始ま つ で いあ 徹 


jp0II0 で ある 。 短 


直 成 分 の 方 は , 此 。 も 夷 - も る 正 で 始ま つて いる と 言う 事 は “down” を 示 
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Fig. 10. The rough sketches of wave-profiles of Rayleigh-pulses in the 
case of ざ P-pulse incidence corresponding to Fig. 6. 
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QD と の = ニー を e~ 7 ダ (太っ 0) の 時 


・⑥ / 多 < 
この 場合 は , | を | 及び lc を | が 非常 に 小 と 仮定 する と , | て ⑦e" 3 sm97 の 7 = 


0 計 訂 0 PN2 1 
2 干 sin 9) Ce 
(6 


を 


の ー 28 ノ ァ [ ガ エ Z 婦 。] og 干 2 がら 十 or 5 
汰 (の ) を 0 , (43) 
0 フー 5 [ ま 2731026、 
0/ の に 
人 2 人 0 2) (4) 
が 得 ら れる . 従 つ て (31) の 形 を と る 入射 波 に 対す る 変位 は 
Sp7 4 2 いい : cos or・o2 の og 一 万 | っ デー の io Sin の r・ の 2 の 
2272 ん 3 と 5 寺 較 5 


を 


2 ー7“ の メー の 1 の ・ ーー2"o2ー 吊 
1// 症 5 の っ (2 SI の r・ の 2 の の 十 3 ど 入 COS の て odo | D 
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. 2 の ーー72o2 一 の 56 
cn ー 2z972 37ac カ N と SU ero 一 ム | @ 和 間 GOS erordo |, 
0 
7 ON た の CN2 
MC2a RE [ 6 アー cos or・ の 2 の 十 万 [| 2 の 20 oro | 
(45) 
る な る . 鈴 る に > 
2 ーー22o2 一 po COS 2 COS = 22%/1 22% COS 
6 ・ ・ の r・ の 2 の の ーー ーーーーーー| < ーーeR( つ コ に の 
[ Sin の IE ゅ 1 ] 2/+ (の Te 江 の 9 | 
ゅ =tan-! て / の ,。  @ の 2ーc(c 填 の (c 二 2 の ・・(c 二 @ 一 1 の ) 
で ある か ら , 結局 , 
の 軸 は 1 S 
の. 7287 な の っ al (3 cos 3 ゆ 」 一 万 。 sin 3 ゅ ) 
の 9332/1 と 4// 6 
の op cos ⑬+2 の 0 一戸 。 si @+2 み 99 | 
4 1 8 
1 内 三 rr は S111 3 ゆみ 」 十 万 。 COS 3 の 。) 
5 っ 327/1 と 4// ょ 
ーー が sin (3+2 の 生地 cos G+ | 
1 (の 2 十 ?② う (46) 
7 1 | 
72w87gc( の 22 二 て 2)372 SE 
の 32%/1 と 4// 2 
2 EC77 の EPC sin (3 十 272) ゆ ゥ 一 万 CoOS @+2w) | 8 
/ (人 ま 
1 デー 472 et COS 3 の 。 十 7。 S111 3 の 。) 
oo 327/1 727 77 8 
2 1 (の 2 Tv 1rCoS (3 十 22 の の 。 十 sin(3+2 の の ) | 9 
ュ 三 tan~-+ ィ / カ , ta1ー! ァ / の 。 . (47) 
が 得 ら れる . z の 負 方 向 に 伝播 する Rayleigh-pulse も 全く 同じ 様 に し て , 
うこ C [7」/ - 障 7 2OD062 | 
ま (の ) テ 0 (48) 
の リ 2 / ・ ア / ー77262 王 2 の 士 7 の て / 
アン [7 ョ ダル ]o2 e | 
の (rsng). (49) 
2cw \ 7 


か ら 次 の 様 に 与え られ る . 
/ 『 1 職 =2P - り ま 
2 、 Z72w87C (の 2 二 で う 72 の cos 3 ゆ 十 万 。 sin 3 の ) 
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oo 93272/1 し 5 
6 / 十 刀 。 sin (3 十 2 『 
有 導 な 1271 (の 2 ト で 2 (7, cos (3 十 22 の の:/ 十 万 。 sin (3 十 2 の め ) | 
の 3 『 1 ん 5 / / 
敢 - ー 27ee( の どの 2 | g sin 3 ゆ 一 万 。 cos 3 ゆめ) 
e 。 9322/1 7 キー 了 
十 - ーー スイ 万 」 sin (3 十 22) の 一 万 / cos (3 十 22 の の と 
1 12/1 (か 2 十 て 2 で 。 
7 を 1 2 
ッ ーー のど 992 | sin 3 め / 二 / cos 3 の 2) 
4 3 2 万 Cos 3+29) 
+ 寺 の Zse 7 sin (3 十 22 の の 。/ 十 / cos (3 十 22 の め > | 
『/ 1 CO の 2 の 
2- ee 6 の Te2 5 の 庫 coS 3 の > ー ア 7。 sin 3 の) 
9 っ SS グ 2 ご 
+ 2 (の ae {万 cos (3 十 22 の ゆー ム sin G+2yw) | 
ゆー tan-1 ィ 7/ の ) の 326amai ?'/ の ぁ = (51) 


(46) と (36), (50) と (41) を 比較 する と , 第 1 項 ま で は 全く 同じ 形 を し て 居 を 事 が 分 る . 即 
ち 地 表 か ら 相 当 離 れる か , 或いは pulse が 丁度 到着 する 時 刻 か ら 相 当 離 れる か する と , (①⑪) の 
場合 と 殆ど 同じ 変位 と な る の で あぁ る. と の 場合 に も 最大 変位 は 第 1 近似 で の 3, 或いは ? に 
逆 比 例 , 即ち 表面 の 極 く 近傍 に 限ら れ た も の と な る . 

カー カテ 0, 即ち <= テ 0 で Zr 或いは 7Z/z/ が 大 きい 時 に は 上 の 近似 が 使え な く な る が , 
の 時 は , 


て っ 


レン 】 E 2 の] ーーー 
| KM ・COS の r・ の 2 の の ー ィ 1 pk の ヤセ あ 5 


” 一 72262 ゥ ] OO (2 寺 ( 1) ME 
6 ・Sim の て ・ の 2 の の ーーー よ の 52 且 2 5 | 
| 1m の て ・ の 2 の の 三 423| ヶ 6 2 7 (2 本 ) - 


を 用 いる と 
/ 人 /2 「22 5 ビ て N 
故に ke ーsin ?) |g(1- 6 )。_ 47? ・ イ を 
2 6 ( 5 ) ea 和 
必 ア 2 ゥ 0 (2z 十 1)7+171 


る eS 上 
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1 


の も 欠 C* 【2 4 ろ 9 2 と 
ot 間 22: 
り 良司 6 写 ) > SD / rh 
] グ め 0 (2 上 1 ! 
7 本 誠 加 VN/ 飲 Y の よ / -3 て 2 さい 1 
2 ニニ SA デザ 。 ) | 5 し 5 の 4< う 1 


Ip 0 の 3 し 5 ル 。 | 
近傍 


954 ま らら えも るみ 使 つ て | な た =Z/7 の ざ ぐ に 於 ける 各 成 分 の 最大 値 の 入射 角 に 対す る 相対 的 な 大 


3 


き さ の 変化 は , 夫々 近似 的 に (ーwm の )・ 2 の 「( 人 テーsn2) 74, -( き ー 
7 7% 7 7g\7 


に co 3 -3 
sim2 ) 7/ 4。 , ー( 作 ーsng ) 7/4。 で 与え を られ, これ を アア 流入 射 及び SY 入 射 の 


場合 に つい て 図示 し た の が Fig. 11 及び Fig. 12 の 右 半分 で ある . 


500 


Fig. 11 6 


Figs. 11, 12. The yariation of approximate 


maximum values of Rayleigh-pulses near 7 一 2/Y 
( 々 >0) or 7 ニー2w/Y (を * ぐ 0) against the angles of 
ア -pulse incidence (Fig. 11) or ざ -pulse incidence -300 
(Fig. 12), when the shape of surface iS giVen 
by 2) ニー ル e- の デ 」 Fig. 12. 


負 方 向 伝 括 する Rayleigh-pulse に つい て ふぁ, 全く 同じ 様 に し て , 


2 (2 ー 一 一 = 
4C7KG sm ) 太 ( 二 1 ) e「472 アテ 
7?/2 と 2Z 2 
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ez に 9 守 記 が 中 


2 


全 
ニー の (2 +sn2 ) | ( LE 0 
7 


。 6 ィ / 本 4 人 ゲ 人 oo (ーー ( シト | 
万 ] グ ( 4 P う (2 十 1) 人 サ は 1 グ ヽ 2 
ィ /2 


ー# /2 っ 二 
の ーー (sing | z(ー 2 ): 472 am/ 
2 ジグ 27242 
だ 隊 N た NE0。 ( 半 
+ ダ 1 eS 
6 紀 


/ /* 「2 4 ー3 の 72 ニー の (っ 
0 ー 727 (0 sm2 ) 脱 ( 吐 の プレ 2 


入 1 oo ー1)% て 222 キ 1 
生 2 2 の ) の 1 ( ) | 
2 グ ( 2 ヶ /2 る (2 十 1)%+ サ 1 グ / 


(53) 


が 得 ら れ , 前 と 同じ 様 に # ニ 一 %/7 近 公 に 於 けけ る 最大 変位 の 入射 角 に 対す る 相対 的 な 大 き さ 
の 変化 を 波 入 射 及 び SY 流入 射 の 場合 に つい て 示す と , 夫々 Fig. 11 及び Fig. 12 の 左 
半分 の 様 に な る . 勿論 これ ら の 図 は 必ず し ゃ 最大 変位 の 変化 を 示す る の で は な い が , 大 凡 の 変 
化 及 び 各 成分 の 相 洗 的 な 大 き さ を 示す も の と 考え て 良い . この 図 で 最も 注目 すべ き 事 は , SP 
波 が 臨界 角 以 上 で 入射 する 時 , 入射 角 70?90? で 変位 の 各 成 分 が 他 の 場合 に 較べ て 非常 に 大 
きく な る 事 で ある . これ に 較べ る と z の 負 方 向 に 現われ る Rayleigh-pulse は 極め て 小さ い . 
ア 流 が 入射 する 場合 も z の 正方 向 に 現われ る も の の 方 が 負 方 向 に 現われ る も の より 大 体 に 於 


て 犬 きい と 言え る が , 併 し その 最大 値 と 葵 も SV 波 入射 の 場合 の 最大 値 に 較べ る と 非常 に 小 


さい の で ある . 


$3. 結論 . 平面 貴 密 波 或 い は 平面 振 波 が 平面 で な い 地 表 に 入射 する 時 (これ ら の 入射 波 は 
何れ も その wave-front が 牙 負 測 点 に 到着 する まで は 0, その 瞬間 か ら 1 と な る 様 な 変位 ポ 


テン シャ ル を 持つ も の ), その 不 規則 性 の 為 に 誘発 され る Rayleigh-pulse を 取扱 つた 


・ 表面 地 


形 に つい て は , それ を 平面 と し た 時 と の 差 が 入射 波 の 波長 に 較べ て 小 で ある 事 , 又 そ の 傾斜 も 
極め て 緩やか で ある 事 を 仮定 し た が , この 仮定 は 多く の 場合 実情 と 可 成 一 致し て 居る と 見 仙 し 


て 良い . 得 られ た 結果 を 列挙 する と 


1) 入射 波 の 進行 方 向 及び その 逆 方 向 に 伝播 する Rayleigh-pulse が あらわ れる. 
(② 変位 は 地表 か ら 地 中 に 入る と 急激 に 減少 する . 


り 大 きい が , 特に 所 波 が 臨界 角 以 上 で 入射 する 時 は , 他 の 場合 に 較べ て 極め て 大 と な る 。 
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(⑭ 入射 涼 の 方 向 に 伝播 する Rayleigh-pulse は 入射 角 が 大 きく な れ ば な る 程 sharp pulse 
と な る が , 反対 方 向 の も の は 入射 角 の 増す 程 blunt pulse と な る . 

⑮⑤) 鉛直 下方 か ら 波 が 入射 する 場合 で も Rayleigh-pulse は 誘発 され る が , 水平 入 圧 の 場合 
は 生じ な い . 

以上 得 ら れ た 結果 に より , 地震 波 が その 伝播 の 途中 で , 例え ば 山 の 様 に 平面 で な い 地 形 に つ 
き 当 る と , それ に より 新た に Rayleigh 波 が 励起 され る 事 を 知 つ た . 即ち 全 震 央 距離 を Ray- 
leigh 波 の 速度 で 伝 描 し た と し て 予期 され る 時 刻 よ り 早 く Rayleigh 波 と 見 区 され る 波 の 到着 
する 可能 性 が ある わけ で ある . 但し 今 の 場合 は 入射 波 が 平面 濾 で あり , 人 然 ふる 特殊 な 形 を も つも 
の な の で , 波形 その 他 の 事 に つい て は , 実際 上 どの 程度 途 適 用 し 得る か 沿 研 究 の 余地 が ある の 
は 当然 で も ある. 尚 三次 元 の 場合 に つい て は 第 2 報 で 述べ る つも り で ある .・ 
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Some Notiees on the Design of the Electromagnetic 
Recorder having no Amplifier 


ヽ 


Kyez1l AZIwE 


(Received Nov. 3, 1955) 


At first the practical method for eliminating the coupling effect was Droposed. 

Next the new expression for the magnification was obtained. 

Then a systematic design was discussed in conformity with the above considerationSs. 
Some of the old erroneous ideas were also pointed out. 


S 1. coupling の 影響 を な くす た め の 実 際 的 手段 
電磁 地震 計 (添字 1) と 電流 計 (添字 2) と を Fig.1 の 如く , shunt 用 を 設け て 直結 し 


ーー ニテ コー 三 三 = き 補 ミ 
り 4 Fa se 
どる 1 | の 0 入間 2 2 二 。2 | 
! Y 
| 1 
に に 1 
H こう 
9 デー デ 1 
1 の 科 SKN ) 
| SM orce 
/ \ / 
! 2 
1 


Setsmoyeter dalyanometer 


Fig. 1. The equivalent circuit of an electromagnetic recorder having no amplifier. 
た 場合 の couplng の 影響 率 S は 
生 WI 符 | 
./1 一 2z* nm 
ME) HCS 
2 272121 264 277。2。 (1)D 
= グ 。2 の | 8 9 
( 十 ググ 0) (の 十 、) 7/2 > 
履 に o で 1 な ら ば @ の 如何 に 拘ら ず ぐ く 1 と な る の で 動 的 特性 を 考 應 する 必要 は な い . 
然るに o 之 1 な る 時 は S は 専ら 電磁 地震 計 及 び 電 流 計 の 動 的 特性 の 積 に よ つ て 決 る . cou- 
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pling の み に 就 て の 理論 的 興味 は 主として 後者 の 場合 に ある . 履 に 既出 の 論 女 ゆめ で は 専ら こ 
の 場合 を 論じ て 来 た . 
伏し 実際 に 計器 を 設計 する 段 に な る と , 動 的 特性 の うまい 組合 せ を 選ぶ こと に よ つ て の み で 
Couplng の 影響 を 逃れ る こと は 無理 で も る こと が 分 つた り . 寧ろ 動 的 特性 に 余り と だ わる こと 
な く , の を 小さ くす る 方 に 意 を 用 いた 方 が よさ そう で ある 

現在 で は 空気 減衰 器 を 備え ぬ も の の 方 が 多い の で , ここ で は 


7 ュー な 5 77z 三 ん ( み ) 
と する . と の 場合 に は は 単に 


むり 0") 1 
必 2 2 。 


即ち coupling の 影響 は 単に 用 /, 及び ろ / 用 の 大 き さ の み に よ つて 決 る の で ある . 電磁 
damping factor (の が 1 より も かなり 小さ い 場 合 に は 振子 自身 の 流体 抵抗 も 幾 分 目立つ て 来 
る の で , (②) 式 は 厳密 に は 成立 し な く な る . と の こと と を 考慮 する な ら ば c の 大 き さ に た 振 了 手 の 
質量 も 関係 し て 来る . 然し (② が 許せ る 範囲 内 で は 依然 と し て 振子 の 質量 は coupling の 影響 
は 直接 の 関係 は な い の で ある . 実際 問題 と し て 振子 自身 の 流体 抵抗 に よる damping factor 
は 乏 0.01 程度 包 は それ 以下 で ある . 故に 問題 を coupling の 影響 の み に 限る な ら ば , 振 
子 の 質量 の こと は 全然 考え る 必要 が な い . 

$S 2. 設計 上 の 観点 か ら 見 た 倍率 に つい て 

然し 実際 に 計器 を 設計 する 段 に な れ ば , g の 他 に も ゃ も 先 づ damping factor や 倍率 の こと を 


考え ん な けれ ば な ら た な い . 
damping factor は 夫々 次 式 に よ つ て 表現 され る . 


= 1 ュ /( タ 2 2 ニュ / (る タ + Il (4) 
272]72+ 2 272272 ぅ 1 1 1 
6 


一 方 感度 或 は 倍率 は 


0 1 ーー 445 2 | 
41 yg レル 4」。2721272222」72> (2) 1 十 (5 ) 1 
ン ピラ ノロ 欠 7 2 太紀 の / 27。2 (5) 
パ 。 1 4。 ] 1 1 ーー 
2 ae 1 二 。 ユー 
パ 。 レー シン ポン 27。772222> 27」2z 十 7(1 27) (の ) 


但し ダ 。 は 地動 の 変位 , ダ 。 は 電流 計 の 変位 で ある . 


田 浴 米 


こと で (⑤5) の 第 1 式 と ④ と か ら 及び あ を 追い 出す と 
の 2】 


み 


2 
ー の の 。 2 ec | 
万 aa(2+ る + 22 いれ 全 党 ) Ll 2 先 9 (6) 
27」2 の 2 
1 式 と を 乗じ しれ ば 


0 


2 
4 ん 7721772272172 0 ) 2( ち 和 | (7 ) 
277」2 


秋 に (⑥ と (⑮) の 第 


ング / が / が 
或 は (⑦) を 倍率 の 表現 に な お せ ば 9 
( 誠 叶 | 和 5 1 当 
5/ 4 太め 265(725/72:) 本 語 5 に 1- を ) 
7 2/127 れい ? 272272 
な 1 1 1 1 
記 (22。/72:) 27」27」 十 7(1 一 2 る 2) E で 6 2 


) っ 2 二 71 一 2 12 e) テッ 
27」27 


(8) 
今 は 単に 静 的 倍率 の み を 考え ん る こと に すれ ば 


ば , (⑤5) の 第 2 式 及 び (⑧) 式 の {て }) を 1 と し 
て 取り 扱え ば よい . た と えば (8⑧) は 極め て 箇 単 に な り 


(パパ 。)? 三 (221/22)g 」 


6 の SSML 、 ( 9 ) 
即ち Fig.2 の 如く な る 9⑨) 式 又は Fig. 
2 に 依 れ ば 次 の 事 が 分 る . 


上 


CN 


な , 76 及び 22。 (2 三 1, 2) を 固定 し た まま で , 単に 電気 的 
に 適当 な 値 を と ら せ る こ 
・ 若 し も ゃ 先 づ ( 必 / 作 ) 及び ( 乙 / 有 の ) を 与え る こと 
値 を 決め る 場合 に は , 更に 4, の 値 を 固 


四 SS と IBMCG 光 3 の 宮 
何と な れ ば (④⑭ 式 で 


札 


impedance の み を 調節 し て 


と が で き ジ 


に 依 つ て g の 


Fig. 2. Magnification as 
to coupling effect . 
る る /(e。 二 1 テグ , の (ei 二 1) テ ク る , の ニン グ 」/ グ 。, @s 王 グ / グ 。. (10) 


な る 如き 特定 の 及び 夕 が 与 えら れ て いる 時 任意 の wi 及び e』 に 対し て 名 及び ろ 
を 定め る こと が 可能 だ か ら で あ る . 但し この 場合 に は 無 条 件 で 可能 と い うぅ 訳 で は な く て 次 の 条 
件 付 で ある . 


ma キオ 1 > 名 名 及び @w キ 1 テグ / 名 , 3 


11) 
と に か く の は 2 ヵ 」 及び 2Z2。 従 つ て の と は independent に 動か し 得る の で ある 
故に この 場合 に は (9) は 夫々 2 つの 式 に 分 離 で きる . 


5/。cc o72 及び >/%。cc(22/22)7 . 


(12) 
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やつ パグ の 第 1 式 に 注目 すれ ば , r の 値 を 少し 位 変 えて も 倍率 に は 余り 変化 が な い 。 即 
ち 倍率 に 関し て は c の 値 を ぎり ぎり に 稀 張 る の は 得策 で は な い . 蜜 ろ g の 値 は coupling の 
こと を 考え て , 充分 小さ く 選ん で 安全 を 策 し た 方 が 利 巧 で も る . 

傘 に 2) の 第 2 式 に 依 れ ば 倍率 は 振子 の 質量 比 の 1/2 乗 K 比例 する . 従 つて 地震 計 の 振 
すず の 濾 量 を 大 きく する こと は 有利 で ある . 然し 余り 無理 し て 大 きく し て も 1/2 乗 倍 だ けし か 得 
を し な いこ と に 留意 すべ き で ある. 

2. 谷 し も 4, の 値 を 固定 する と 言 ぅ 制 良 の み を は づ せ ば , (10) 式 の 才 及び 名 の 値 自身 
を 勝手 に 選べ る の で , 1) の 条件 で a 及び as。 の 許容 範囲 は 0 迄 近づき 得る . 即ち 電 所 的 
impedance の 調節 の み に 依 つて , zz, と independent (に g を 決め る こと と は 1 の 場合 より も 
一 層 人 容易 に な る の で ある . 

3. か く の 燥 く g の 値 は 他 の 定数 と は 関係 な し に 決め う る の で , 計器 の 設計 に 際 し て は 発 
つづ この 値 を 1 に 比べ て 無視 出来 る 程度 に 決め て し まう べき で ある . o の 値 と し て は 次 の 範囲 が 
適当 で あろ う 5 


0.3 ~ 0.03 . (13) 
ここ ろ で この 様 に o の 値 を 決め て し まつ て か ら ⑲) 式 を 振り 返 つ て みる と 一 見 奇妙 に 感じ 
られ る か も 知れ な い . 
③) は 実は 何等 の 制限 を 設け な く と も 極 く 一 般 前 に 成立 する 関係 式 で ちる. 
僚 る に 倍率 の 表現 式 に 磁場 の 強 さ や coil の 状 き 数 に 関係 の ある 量 4, と か 電気 的 impedance 
る が 入 つ て いな い の で ある . 然 ふ 倍率 は 単に (9) の 値 の み に よ つて 決 る 上 限 が ある . 
イズ ( ぐ (2/26)7 (14) 
即ち 倍率 に は 磁石 の 強 さ 人 等 は 関係 し な い の で あぁ つて, いく ら 強 力 な 磁石 を 使 つ て も 倍率 を 上 
げ る 役 に は 立た ぬ の で ある . と の 事 は 先 に も 衣 つ た 
ru atherte9 様 セ 一 寸 礎 炒 で ある が , ⑭ 式 人 迄 戻 つ て みれ ば 当 伯 
の こと と 思わ れる . 何と な れ ば 電圧 感度 4。 を 大 き 
くす る と と は 2%・,。 の 値 を 急速 に 大 きく する 結 
玉 に な る . こと の た め に 倍率 に 対し て は 4, を 大 きく 


heat 
Fig.3. Energy relation betweeninput し た 有利 さ が 結 局 丁度 帖 消 し に な つて し まう の で あぁ 
and output. 
の 
③) 式 の 物理 的 意味 は , 次 の 如く energy の 関係 を 調べ て みれ ば 一 悦 理 解 し や すい か る 知れ 
な い . Fig.3 に 図示 し た 如く , 香 々 の 記録 系 に は 地震 計 の 振子 を 介し て 3 な る energy 


が 内 つて 来る の で あぁ ある. 
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この energy は 一 た ん 電磁 的 energy に 変換 され て 電流 計 に 送り 込ま れ , 更に 貧 械 的 


は damping の た め に 熱 energy と し て 消 旨 さ れる の で 
3224 2ー ュ 725 P。2 (kinetic term 十 dissipative term). 
然し と の 式 の 有 有 辺 の ( ) は (8) 式 の { )-+ に 相当 する と 考え る と と が 出来 る の で , 今 は 
この 係数 を 単に 1 と 考え て 


(パパ 。)7 三 (5/ 7 ニク 1/22 
この 式 で shunt に 方 ける 熱 energy 損失 に よる 割引 を 考慮 すれ ば , この 式 と (9) 式 と は 全く 
同じ に な る の で ある . 


次 に 実際 開 題 と し て 2 100 と する こと は 殆 ん ど 不 可能 で ある . する と ⑨) 又は 4 
の 表現 で は 10 倍 以上 の 倍率 を 得る こと は 吾 々 の 計器 で は 不可 能 で ある か の 如く に 見 を える. 然 
ぉ 実際 此 の 型 の 計器 で 10?>10* の 倍率 を も つた も の は ざら で ある . この 事 も 一 見 お か し いよ 
う で ある が , 実は ⑨ 人 は 14) に は 幾何 学 的 倍率 が 含ま れ て いな い の で ある . 例 


] え ば 電流 計 
の 変位 ズ 。 は 実際 に は 角 変 位 @。 で 表 さ れる べき で あり , optical lever の 長 さ を ん 。 と すれ 
記録 紙上 の 変位 は 


に /。 の 。 ・ (1 5) 
この 場合 に は 9) 式 の え 。 の 代り に 6@ ぁ , zz。 の 代り に (慣性 能率 ) を 代入 すれ ば よい か ら , 


の = ケア 。g72(2/ 放 )72 (16) 
必 及 0 の 戸 
更に 地震 計 の 振子 も 角 変 位 を 行 5 場合 は 相当 長 を 刀 と し て 


乏 / ネ ニカ ー ア 。g2( を / あ な) 7) 
と な る . 


Wenner の 地震 計 め : め に 就 て 実際 の 値 を 当 つ て みる と , 


還 ン 


単位 で 次 の 如く な る . 


カー 0.6 , 
+ 三 50 , ヶ 三 0.6 直 (8) 
ニー ウ 0000 D ん ん,/。 テ 1.5 x 105 
(18) を (17) に 代入 する と 
ギ 。/ え 。 > 1.2 103 . (19) 


ー 方 Wenner が 電圧 感 話 , その 他 の すべ て の 定数 を 使 つ た こま ご ま と し た 動 的 倍率 の 計算 


よれ ば 


(7)max. 1.3 x108 . (20) 
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即ち 17) 式 は 極め て 簡単 な 表現 式 で も る に も 拘ら ず , Wenner の 非常 に 面倒 な 計算 法 と 同 

の 結果 を 与え を る の で ある . ( 動 的 な coupling の 影響 り 及 び 0 
両者 の 一 致 は 一 悦 は つき りす る .) 伝 手 な が ら Wenner の 地震 計 は coupling の 影 客 率 =0.6 
(> 逐 6>) で あつ て , 動 的 特性 は 複 礁 で も る . これ は Wenner の 設計 当初 の 期待 
を 裏 切 つ て いる の で ある . 又 1 之 2 で ある か ら 地 震 計 は over damping で ある . この over 


damping その も の は 悪い と は 言え ぬ . 然し 設計 当初 に Wenner は critical damping を 狙 つ 
だ た の で ある か ら , 此 の 点 に 関し て も る Wenner の 設計 は 失敗 で ある . 即ち -Wenner の 念入り 
な 設計 は 全然 効果 が な か つた と 言え る の で ある. この 原因 は 先 に も 指摘 し た り 如 く , 複雑 な 表 
現に 徒 ら に 追い 廻 さ れ て , 結局 設計 の 要点 を 把握 出来 な か つた 処 に ある . $3 以下 に 於 いて こ 
の 種 の 記録 器 の 設計 方 針 を 述べ て みた いと 思 5 

さて (の 4/22z) の 値 に 比べ れ ば (ね / 避 ) の 値 は 実際 上 は 圧倒 的 に 大 きく し うる し , 開 何 学 的 倍 
率 係数 も 乗 ぜ られ る の で (17) と 9) と に は 数 値 上 で は 大 き な 開 き が ある が 原理 的 に は (9) も 
勿論 正しい の で あぁ る. 然し 今回 は 実際 的 手段 を 論じ し て いる の で ある か ら 倍 率 の 見 当 を つけ る 式 
と し て は 今後 は ⑨ より も (16) 又は 7) の 方 を 採る と と に し ょ う . (17) に 依 れ ば 倍率 の 上 
限 は 次 の 如く な る 


の ん の 2 カイル 。( ア 」/ 祥 )72 (21) 
療 通 の 場合 を 考え ん て みる と , ね / ん を 106, ん 移 10*, 7 る 10 位 が 関の山 で あろ . 従 つ て 上 直 
結 式 に 於 て は 静 的 倍率 の 上 限 


は 
で 104 (22) 
と な る . 先 に も 述べ た 如く , これ に は 磁石 の 強 さ は 関係 し て いな い の で ある . 故に 直結 式 で は 
いく ら 強 大 な 磁石 を 用 いて も ゃ 倍率 は せい ぜ い 数 万 倍 止 り で ある . これ を 数 10 万 倍 に する こと 
は 殆 ん ど 不 可能 で ある . 
こと で 注意 すべ きこ と と は 萩原 の 直結 式 記録 器 ? で 公称 倍率 20 万 倍 と 言う の が ある . 然し こ 
れ は ここ で 言 ぅ 静 的 倍率 に 単に 地動 の 角 周 波数 op の み を 乗じ て 倍率 と 言 つ て いる の で ある 
然るに この 論 女 で 扱 つ て いる 静 的 倍率 の 表現 の 中 に は 地動 の 周波 数 に 関係 し た 量 は 全然 入 つて 
いな い の で ある . こと の 点 を 混同 し や すい の で 誤解 し な い 様 に し て 頂き た い . 
S 3. 以上 を 基 に し た 一 般 的 設計 方 針 
以上 で coupling と 倍率 と の 間 題 は 大 体 片 附 い た . 次 に 直結 式 地 震 計 の 設計 上 の 更に 一 般 的 
な 考察 を 行 つ て みよ ょ 2?. 
記録 系 の 設計 に 当 つ て は , 先 づ 次 の 諸 量 か ら 決 め て 掛 る べき で ある . 
な , 2 (即ち 動 的 特性 ) 及び 静 的 倍率 ダ ズ o, 6 テ 1, の (23) 
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次 に $1, 82 の 考察 に 従え ば coupling の 静 的 影響 の 値 も 予め 決め て お いた 方 が よい . 
この 様 に すれ ば , 更に (⑨) と (23) と か ら (の 4/2) の 値 も 定 ま つ て し まう の で 
9 及び 2Zz/2 ぁ の (5/。)2 , (24) 
等 も $ 斉 々 に 与え られ て し まつ て いる 量 と 考え る と と が 出来 る . 
ズ ⑲) 或 は 7) に 依 れ ば Zs は 小さ い 程 有 利 で も る が 製作 上 の 下限 が あぁ る. 従 つ て 。 こ の 
方 面 の 事情 か ら 2z。 も 決 つ て し まう の で ある . 改 に (24 を 考慮 すれ ば , 結局 次 の 2 量 も 片 
附 い て し まう . 


2 及び が ji. (25) 
故に 未だ 自由 に 動か し 得る 量 は と アン グ 。 及び 包 だ け だ なつ た 。 然し と 妃 ち 5 の 
の 量 の 間 に は 次 の 関係 が 成立 し な けれ ば な ら な い . 
先 づ ⑭ 及び (10) か ら 


4 の 名 =2Z2z2 ,。 6⑦=1, 2) . (26) 
この 式 の 右辺 は 既に (23) 及び (25) に 依 つ て 与え られ て いる . 但し 未知 量 は 4 つ , 方 種 
は 2 つ で ある か ら 44 ル , 用 , 等 に は 2 つの 自由 度 が あぁ る. 
ーー 方 10) と ⑬) と を 連立 させ れ ば 
作る // 用 = 名 。 る 名 名 / 名 オリ = 名 , (10) 
(る / 人 の 十 1)( の / 用 1) = ニー . (3) 
敵 に 若 し も (26) の 用. が 与え られ た も の と すれ ば (10), 3) から グ る, ググ 。 及び 密 。 の 値 は 
一 義 的 に 決 つ て し まう の で ある . 実際 に 解 を 求め て みる と 


1 一 の = グー(o 卿 )72 」 の (1 一 の = クー(g の )Y , (27) 
1/2 
2( 補 ) る = タオ る + ] (名 ー ク タオ レン | (28) 


S 4. 電圧 感度 及び 電気 的 impedance の 取扱 い 方 
以上 の 如き 手順 に 従え ば 結局 (26) の 左辺 の み が 不 定量 と し て 残る の で あぁ る . 即ち 


2435 の 5 245N 届 N 名 (29) 
動 線 輪 型 の 場合 の 電圧 感度 4 は 磁場 内 で 磁場 に 直角 な coil の 部 分 の 線 条 の 長 さ を ヵ 巻数 
を W と し . 磁場 の 強 さ を と すれ ば 
人 ニーp/V7 . (30) 
則 ち 4 の 設計 に 就 て 更に 2 つの 自由 度 が ある の で ある. 


但 し 4。 に 関し て は 先 に 述べ た 如く を 成る べく 小 き ぐ ぐ こじ た いこ と ょ と これ に 対す る 製 
作 の 難点 が ある の で , 4。 の 値 は 大 体制 限 さ れ て し ま 5 こと が 多い で あろ 5. 双 錠 Vo。, 
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(es は 単位 長 さ の 線 条 の 抵抗 ) で も る の で 今 述べ た 事 は 名 の 値 を も 大 体 指定 する こ と だ な る 。 
券 く の 如く 4。 従 つ て 用 が 与え られ て し まい , 更に 包 が 分 }+ つ て いる 時 は (26), (10) 及 


び Q⑬) を 連立 させ れ ば 方 程 式 の 数 は 4 つ で , 不定 量 は 4, ち , 及び 名 の 4 つと な る . 
従 つ て と れ ら の 不定 量 も 完全 に 決ま つて し まう こと に な る の で あぁ る. 
NE 地震 計 の 方 を これ に 合う 様 に 設計 する 場合 は 正 に 今 述べ た 
通り の 議論 が 成立 する . 

これ に 反し , も ゃ つと 一 般 的 な 場合 に は 製作 上 の 或 程度 の 制限 ほ あ る に せよ , 4。 及 びろ に 
前 II の 260 を に 述べ た 以外 の 制限 も あ 

の で ある . 何と な れ ば 吾 々 は 電 2 impedance の こと は 未だ 
考慮 し て いな い の で ある . 香 々 の 電気 回 路 に 於 て は これ ら の impedance を 無視 出来 る 程度 の 
値 に 選ば な けれ ば な ら な い . 即ち 


数 な ウラ クラ 数 の) (31) 
又 磁 場 の 強 さ に も 製作 上 の 上 限 が あり 
万 , < 109 maxwell , 万 > て 10* maxwell . (32) 


と 考え ん な けれ ば な ら な い . 
現今 大 爆破 負 測 に 於 て 使 つ て いる 地震 計 で は 
4 グー2 が 2 10*4 c.g.S . 
従 つて 電気 回 路 の 抵抗 が 10? ⑦⑫ 程度 な ら ば 4」 の 値 は 0.4 Volt/kine 近く に 選定 し な けれ 
ば な ら な いと と に な る 


但 し 地震 計 の 設計 方 針 と し て は (31) と (26) と を 考慮 し つつ 先 づ 4」 の 見 当 を つけ , それ 
か ら 大 体 の 万 を 考え る 方 が 先 で ある . 太 , の 正確 な 値 は 磁石 が 出来 上 つて 磁化 し た 後 で な い 


と 分 ら な い . 履 に 最終 的 設計 は 今 迄 の 大 ざ つ ば な 見 当 と は 逆 に 刀 」 に 応じ て 名 の 値 を 決め る 
2 だ 記 7062 

この 様 な 手続 き は 2, Zz, 等 を 最終 的 に 決め る 際 に も 行わ な けれ ば な ら な い の で ある . 

S 5. 結論 , 補遺 及び 記号 の 説明 
電気 的 1mpedance の 選定 に 際 し , 今 迄 の 設計 者 の 中 に は impedance 整合 の こと を 気 
(に し て いる 人 ぁゃ ぁ あ つた. 然し 今回 の 議論 に よれ ば , 静 的 倍率 を 考え る 場合 に は 電気 的 imped- 
ance の こと と は 一 切 考 える 必要 が な い の で ある . 和 吾 々 の 回 路 に は 電気 的 impedance の 他 に 機 
械 的 impedance も 含ま れ て いる . 電気 的 impedance 整合 を 行 つ て 反射 損 を な くし , 電流 計 
え の 入 力 を 最大 に し ょ うと 心掛け て も , 丁度 それ だ け の 損失 が 他 の 面 で 増え る の で 結局 は 得 に 
な ら な い の で ある ,. 
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に 述べ た 設計 方 針 は 際 機 応変 の 処置 が 必要 で ある が , 大 方 針 は $3 に 依 つ て 決 つ て し ま 

の の の 8 

現今 迄 の 直結 式 電磁 記録 器 の 設計 を 見 る に 設計 の 方 針 及 びそ の 手段 が 殆 ん ど 確 立 さ れ て いな 
い . すべ て の 点 に 際 機 応 変 の 処置 が 多 す ぎ た .・ 

双 誤 つて 考え られ て いた 点 が 2 つ あ る . 

⑪ 倍率 を 大 きく する た め に は 電圧 感度 4 は な やみ に 少し で も ゃ 大 きく する と と を 塵 ん だ . 
然し これ は 少々 智恵 が か ない. 2 ヵ n を や た ら に 大 きく 出来 な いな ら ば 電圧 感度 は (26) 式 に 依 つ て 
選ぶ べき で ある . 7 4 

(⑪) Zr/7 ぁ の 値 を 大 きく する こと は coupling の 影響 を な くす 為 に 有効 で ある と 考え られ て 
いた . 然し coupling の 影響 は 実は 回 路 の 電気 的 impedance と 振子 の 動 的 特性 と の み に よ つて 
決 る の で あつ て , の:/ ク zz に は 全然 関係 な し に 決め うる の で ある . ク z/Z。 の 値 は 寧ろ 倍率 と 直 
接 的 な 関係 が か ある の で ある . 

倍率 の こと を 理論 的 に 取り 扱う に は (⑨) 式 で 充分 で ある が , 実際 上 の 数 値 を 論じ る た め に は 
(16) 又 は (17) 式 を 用 5 べき で あぁ る. 


今回 の 考察 に 於 て は 倍率 に 就 て も る 動 的 特性 に は 殆 ん ど 触 れ な か つた . 

婦 設 計 方 針 と し て は 先 づ damping factor ヵ を 与え た の で あつ た . する と 倍率 の 表現 に は 
磁石 の 強 さ が 関係 する 量 4 (電圧 感度 ) は 入 つ て 来 な い の で ある . この こと は 或 種 の 錯覚 を 起 
すか ゃ 知れ な い . 即ち どん な 高 倍率 を 得 ん と する 場合 で る 磁石 の 強 さ き は どん な に 弱く て も いい 
の で は な いか と 言 5 矛盾 で ある . 

然し 磁石 が 弱く , 従 つて 4/ 用 を 大 きく 出来 な い 場合 は zz 及び z の 値 を 一 定 に 保つ 限り 
(26) 式 に よ つ て ん の 値 が 小さ く な ら ざ る を 得 な た い の で ある . こと の こと と は z が 1 か ら 少 し は 
な れる と 動 的 倍率 の 著しい 低下 を 来 す 結果 と な る の で ある . 

倍率 に 関す る 周波 数 特性 を 完成 させ る た め に は 予め (⑧) 式 の て } の 計算 を し て お け ば , 直 
結 式 の あら ゆる 場合 に この 部 分 を 共用 で きる . 然 も 地震 計 に 関す る 量 と 電流 計 に 関す る 量 と は 
同一 の 表現 形式 に な つて いる の で 動 的 倍率 係数 に 関し て は ヵ を parameter と し て 単に 

1 1 


(ーー1)2 十 4 だ 2 『 (5 as to Z (33) 
27Z 


の 関係 の み を 求め て お け ば よい の で ある . 


Fig. 4 に この 関係 の 一 例 を 挙げ て お く . (8⑧) 式 の { ) 内 動 的 倍率 係数 を 完成 させ る た め に 
は , Fig. 4 で 地震 計 及 び 電 流 計 の 夫々 の 2 に 対す る (33) に 相当 する 各々 の 係数 の 積 を 求め 
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肖 還 計 日 上 コミ れ ば よい の で ある . 
ト 先 に 述べ た 如く 線 合 的 動 前 倍率 係数 対す る 地震 
| 寺川 | 計 及 び 電 流 計 の 特性 の 影響 の 仕方 は 全く 同じ で あぁ る. 
l 2 と 2 と の 大 小関 係 に は 関係 し な た ない. この こと と も 
計 上 時 | 提 扶 一変 に 思わ れる か も 知れ な い が , 
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Fig. 4. A subsidiary graph for esti- 


mating a coehcient of dynamical ampli- 


fication. 


る 動 的 倍率 係 


$ 周波 数 特性 と し て は 同じ 結果 
故に 直結 式 記録 器 の 周波 数 】 
使 つ て も どちら で も ゃ も よい 事 


用 意 し て お け ば 友 と 


の あら ゆる 組合 せ に 間 に 


陸生 本 81 
27。26 十 7(1 一 75) (0 | 5 


即ち (34) 式 に 依 れ ば ⑮) の 第 2 式 て 0 に よ ょ 


数 も (⑥ 式 て }) に よる 動 的 倍率 係数 


を 与え る こと と に な る の で ある . 

衝 性 を 求め る に は (34) の 左辺 { }) を 使 つ て も よい し , 右辺 を 

(に な る . 但し (34) の 大 辺 を 使 
て 合う 


5 場合 に は Fig. 4 の 如き 図 を 1 枚 
の で 便利 で ある . 


この 論 女 の 出だし $1 に 於 て は 記号 の 説明 を 甚だ し く 省 略し た の で , ここ に それ を 共 げ て 


お く ・ 


久 : 地震 計 の 振子 に 作 


e: 地動 の 円 周波 数 , 4。: 
を : 振子 の 器械 的 immpedance, 2 
を xi Short circuit impedance グ 。: 
2%: 振子 の 質量 , ググ: 
2%: 自己 振動 円 周波 数 , た 
2675 。 722/ の 7/ 
: 振子 の 減衰 率 ーー 骨 2 


この 論 女 執筆 の 動機 は 東 


用 する 器 械 的 な 力 , 7 た 


大 地球 物理 学 教室 浅田 敏 氏 に 
完 費 の 援助 を 受け た ・ 


ん 。 の 中 で 電磁 制 振 と よる 部 分 
電圧 感度 , 

coil の 電気 的 impedance, 
shunt impedance, 

motional impedance, 
振子 の 速度 , 

電流 , 


1 は 地震 計 , 2 は 電流 計 ・ 


よ つ て 与え られ だ た ・. 又 費 用 の 一 部 に は 


148 


田 治 米 鏡 


参 照 交 献 


田 治 米 鏡 二 : 電磁 地震 計 と 電流 計 と を 直結 し た 場合 の coupling の 影響 に つい て , 地震 8 (1955) 
の 8 

1) の 参照 女 貢 中 に 挙げ て ある . Wenner, Coulomb, SchmeritZ. 

F. Wenner: A new seismometer equipped for electromagnetic damping and electro- 
magnetic and optical magnification, Bureau of Standards Journ. Res., 2 (1929) 963. 

萩原 尊 礼 : 振動 測定 , 宝 女 館 (1945) ・」 

田 治 米 鏡 二 : 電磁 地震 記録 器 の 渡 波 作用 , 秋 大 地 研 報告 11 (1954) 1. 


地 全 り の 方 向 性 に つい て ( 続 ) 


東京 大 学 地震 研究 所 佐 _ 藤 泰 夫 
(1955 年 11 月 4 日 受理 ) 


On the Direction of Earthquake Sound 


Yasuo SAro 


Earthquake Research Institute, Tokyo University. 
(Received November 4, 1955) 


Direction of the earthquake sound was considered. 

First, we denote the position of the origin の , and the obseryvation point ぐ . Assume 
that the earthquake sound was heard from the direction of at the point ざ ぐ , and put 
e る ニノ OS (See Fig. 21). If the number of reports that give /OS† between e and ゅ 上 イ e is 
(6) eg, the function 刀 (。) is the frequency function that indicates the direction character- 
istic of earthquake sound, and we call the graph of が (る) in polar coordinate as “frequency 
diagram ”. 

It seems that the frequency diagram has the following propertieSs. 

1) 刀 (%) has a maximum near e=0. 

2) 7(e@) sometimes has a small maximum near o 三 180". 

3) Frequency diagram has a form like a leaf. 

4) Its shape is similar to the direction characteristic of some kind of an antenna. 

5) The direction of the earthquake sound coincides with that of the epicentre. Or in 
other words, we may say that the direction of the earthquake sound coincides with that of 
the hypocentre in some meaning . 

6) Therefore, there is some possibility that we can utilize the frequency diagram for 
the determination of the origin. 


地 な り の 方 向 性 に つい て は , 既に 数 年 前 報告 も 行 つ た が , 調査 は その 後 も 引き つづ き 行 わ 
れ , か な り 多 数 の 資料 を 集め る 事 が で きた . これ に 筆者 以外 の 方 に よ つ て な され た 調査 結 条 を 


る 加え て , 先 に 述べ た と 同様 の 操作 を 行い , 地 な り 方 向 と 震央 方 向 の 違い を 示す 頻度 函数 (の 
只 め だ (や 以下 に これ を 示す 

5. 南海 地震 -。 昭和 21 年 12 月 21 日 未明 , 西日本 を お そつ た 南海 地震 の 通信 調査 
407 通 の 有効 た 返信 が よせ られ た . 岩 央 に つい て は , 最初 気象 台 の 発表 も 一定 せ ず , 被害 の 激 
し い 地 域 は 分 散 し , その 確定 は 困難 で あつ た が , 種 種 の 事情 か ら 33?N の 線 を 境 く は な れ な い 
事 が 窒 せ られ る の で , か り K A (33?N, 136?E), B (33?N, 135?E), C (33?N, 134E) 3 点 を 
取 つ て (第 22 図 参 照 ), 既 述 の 操作 を 行 つた . 頻度 図 (の を 第 7 図 に 示す . その 形 は 従来 介 


(①) 今 音源 を O 0 抽 測 点 を 9 と し , 9 に 於 て 音 が ズ 方向 より 開 え て 米 た と する ・ OS ダニ ゥ と し 
(時 計 狂 り を に と る ), の 4e の 間 の 報告 数 を 刀 ()4p に よ つ て 表わす . ア (の) は 地 な り の 
方 向 性 を 示す 頻度 数 で あり , 極座標 を 用 いた アア (@) の グラ フ を 頻度 図 と いう ・ 
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Fig. 7. 


=O 


Diagrams of 如 (e) showing the frequency distribution of the earthquake 


sound of Nankai Earthquake. (1946. XII、21) (Number of the reports: 407) 


られ た も の と 大 差 な い が , か り の 音源 の 上 異な る に つれ て 頻度 図 も その 形 を 変え て いる . 観測 点 


は すべ て 33?N の 線 の 北側 に ある か ら , が ) の 極大 が 十 ( 一 ) 側 に ある 事 は , 真 の 音源 が 仮定 
され た も の より 西 ( 東 ) 側 に ある 事 を 暗示 する . log (の を Fourier 分 析 し て の 

log /( の テ o の 十 の 1 cos( の 一 の:) 十 の 。 CosS 2( の る ー の ぅ ) 填 . . . . . 
の 形 に か き , A,B,C 夫 夫 に つい て の 位相 角 ei か ら , 内 挿 に よ つ て wi= テ 0 の 点 を 33?N の 線 


上 に 求め れ ば , 第 22 図 X 印 の 点 と な る . 
味 あ る 問題 と 思う? ・ 

6. 板橋 火 楽 庫 爆発 . 
が 爆発 し た . 


略 和 2 年 9 月 7 日 8 時 44 分 ,⑳⑫ 東京 都 板橋 区 中 台 町 に ある 火薬 庫 
爆発 音 は 東京 都 を 始め と し て 関東 各地 で 開か れ た が , 音 の 性 質 , 音源 位置 の 明 ら 


これ が 物理 的 に いか な る 意味 を 持つ 点 で ある か は 暴 


硬 
田 


か な 現象 を 調査 し て , 未知 の 点 の 少く な い 地 な り の 研究 に 資す る 為 , 地震 の 場合 と 同様 の 調 


Post card method Entrusted to schools 
(398) and factories (812) 


Fig.8. Diagram of が (。) showing the frequ- 
ency distribution of the explosion sound of 
Itabashi powder-magazine. (1949. IX. 7) 
Numbers in the parentheses indicate the 
number of the reportSs. 


査 を 実行 し た . 通信 調査 に 対す る 回 答 398, 
学校 ・ 工 場 等 に 委託 し て 得 た も の 812.*② 整 
理 の 結果 は 第 8 図 に 挙げ る 如く , 地震 の 場合 
と 大 差 な い . 委託 に よる 報告 に 幾ら か の 偏り 
が 見 られ る の は , 観測 点 の 分 布 の 影響 か と 思 
70 る 

7. 長野 地震 . 昭和 16 年 7 月 15 日 の 長 馬 
地震 に 際 し て は , 崩 上 ・ 永 田 ・ 宮 村 三 氏 に よ 
つて 極め て 完全 な 通信 調査 が 行わ れ た . め そ 
の 資料 ( 同 論 女 第 8 図 ) を 借用 し , 上 の 方 法 


X 


に よ つ て 整理 し た 結果 は 第 9 図 人 に 示す 通り で あぁ る. 震央 と し て は 長野 市 東端 より 東 1.5km 


(②) 観測 数 の 少 い 時 は むし ろ 7(@) を その まま Fourier 分 析 す る 方 が か よい か も し れ な い .- 


(3③) 1 時 間 す すま せ た 夏 時 刻 . 


(④) 御 協 力 を 戴 いた 東京 三田 普 連 土 学園 , 埼玉 県 春日 部 高等 学校 , 御茶の水 大 学 , 新 立川 飛行 機 株 式 


会 社 等 に 感謝 を ささ げ る . 


地 な り の 方 向 性 に つい て 


の 点 を と つた . 今 こ の 点 を 通る 南北 の 線 に 


用 いて 頻度 図 を 作れ ば 第 9 図 B 及び C が 得 ら れる . 
共に 音源 を 北 に 移す べき 事 を 示 


( 左 ) 側 に , 東 を 用 いた C 図 が 十 ( 右 ) 側 に 傾い て 


よ つ て 地域 を 東西 に 二分 し, 


て ( 続 ) 151 


夫 夫 に 含ま れる 観 測 を 
図 の 極大 は , 西 の 材料 を 用 いた B 図 が 一 
※ 唆 し て い 298 


(UK⑳) B (94) 


C (62) 


Fig.9. Frequency diagram 刀 (e) of the Nagano earthquake of 1951. VII. 15. 
B is the result obtained by means of the data reported from the western side of the 


epicentre, while C is the one from the eastern part. 


Fig. 10. Erequency diagram 
(6) of the Daishozi Earthquake 
of 1952. III. 7. The whole data 
was presented by the Sakatani 
Junior High School of Fukui Pre- 


fecture. Number of the reports: 
96. 
8. 大 聖 寺地 震 . 昭和 27 年 3 月 7 日 大 聖 寺 


は , 福井 県 大 野 郡 孤 
同 校生 徒 
地 な り 


沖 に 発生 し た 地震 の 調査 に 
谷中 学校 が 特別 の 協力 を よせ られ , 
177 名 に 密 な 調べ が 行わ れ た ・. 
に 関す る 資料 を 整理 し た も ゃ の を 第 10 図 に 示す . 
観測 点 が 1 ヶ所 に か た まつ て 居る 為 , 疾 度 図 の 
その 特性 は 失わ 


つい て 綿 # 


形 は 前 の も の と 幾ら か 異 る が , 
6 いない 

9. 浜田 地震 . 明治 5 年 3 月 14 日 ク 刻 , 島 
根 県 浜田 地方 を お そつ た 地震 に つい て は , 年 を 


A used the whole data. 


スズ へ 


Fig. 11. Direction of the earthquake 
sound of Hamada earthquake of 1872. III. 
14 .) 


N 
N 


に ミ 


Fig. 12. Frequency diagram 7(e) of 
the Hamada Earthquake of 1872. III. 14 . 
Number of reports 68. 
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経て 後に 今村 朋 恒 の 行 つた 調査 が 報告 きれ て いる .? 今 そ の 中 か ら , 地 な り の 方 向 に 関す る 部 


の みみ を ぬき 出し て 書け ば 第 11 図 の 如く な り , 之 に 既 述 の 操作 を 行う と 第 12 図 の 頻度 図 が 得 


~ー 所 


られ る . 一 見 し て 明らか な よう に , その 形 の ひど くず れ て 居る 事 が 目 に つく ・ 謀 源 を 沖 に ( 牙 
は 海 常 よ り に 北東 に ) 移す こと を 示唆 する も の で あろ うか 
10. その 他 . この ほか 筆者 の 集め 得 た 資料 を 上 記 の も の に 加え て 第 2 表 に 差 げ る . 整理 の 


結果 は 第 13 図 以下 に 示す . 一 つ ー つ に つい て の 説明 は ここ と で は 和 省略 する ・ 


9 


BON 二 95 Fig. 14. Fig. 15. 
Mino-Owari earthquake Tottori-Oki earthquake Tottori-Oki earthquake 
(1891. 双 . 28) (1943. III. 4) (1943. III. 5) 
Fig.。 16. Fig. 17. Fig. 18. 
Earthquake Near Lake Noziri Tonankai Earthquake Mikawa Earthquake 
(1945. 叉 . 13) (1944. XII. 7) (945 誠二 IS) 
O 
ム 
9 
ら 
Fig. 19. Fig. 20. It 2 
Hachinohe-Oki Earthquake Fukui Earthquake 
(945 請 由 証 10) (1948. VI. 28) 


11. 結語. 用 いた 資料 の 良否 , 報告 数 の 多少 , 観測 点 の 分 布 等 に よ つ て 幾ら か の 違い は 


ある が , 地震 に 伴う 地 な り に 関し て , 前 回 の 報告 と 合せ て 次 の 事 を 結論 し う る で あろ う 


地 な り の 方 向 性 に つい て ( 続 ) 
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1. 地 な り の 方 向 性 を 示す 宙 度 爾 数 (の ) を 求め て 頻度 図 を 作る 時 , の =0 の 附近 に 極大 
を 持つ 木の葉 形 の 分 布 が 得 ら れる . (その 形 は ある 種 の アン テ 
の 関係 を 審 か に し な い .) 

2. ゅ 三 1807? 附近 に も 小さ な 極大 を 持つ 事 が 多い . 


3. 地 な り の 方 向 は 震央 方 向 と 一 致す る . 


致す る , と ゃ 言い 得 よ う . 
4. 従 つ て , 頻度 図 は 音源 (震央 ) 決定 に 役立つ 可能 性 を 持つ . 


御 協力 を 給 は つた 日 本 全国 の 多数 の 方 々 に 感謝 を ささ げ る . 


ナ の 指向 特性 と 似 て いる が , そ 


或 は 又 , 地 な り の 音源 は ある 意味 で の 震源 と 一 


14 | 大 農 寺 沖 」 


KA Figz. 22 の 中 の 番号 に 対応 す 2 
まき 寺 源 と 仮定 し で 操作 を 行 つ た 点 . 経 緯度 を 示 し た も の は 理科 年 
*wx 実際 に 用 いた 有効 な 息 測 数 . 


5) 使用 し た 矢 の 数 は 表 中 に 示し た 通り で ある が , 


て 定め た も の で あり , 報告 の 総数 は 3552 と 記さ れ て いる 


第 2 表 
了 時 出 者 (年 。 朋 に ーー ドー da 頻度 図 | 次 料 
| PE 
1| 浜 田地 方 | 1872.TT. 14 | 浜田 沖 (Fig.11) 68 Fig. 12 | 今村 明 恒 . 震 炎 予 防 調 
| | 査 会 報告 77 
2 | 美濃 ・ 尾 張 1891.X. 28 136?40E, 35?307N| 246 Fig. 13 
隊 知 2 | 156⑤ Fig.9A | 岸上, 永田 , 宮 村 . 地震 
| Bl 長 野 VI 語 15 長野 市 東端 東 WP 94 , 62 B, (⑥⑯ 征 守 所 細 幸 1 19(1941). | 
4 | 島 取 沖 1943. lM 枯 4 1349 必 45. 359 6N 86 Fig. 14 肖 0 同上 2】 
| | | | | 
5 師 。 到 沖 | 1943.IT. 5|134" 1E, 35* 77N| 84 Fig.15 | 同上 
| | | 338(100km | Fig. 2, | 通信 調査 . 
6| 鳥 取 | 1943.IX. 10| 第 5 図 参 照 | 以内 ) 4 | 音響 2 (1948), April. 
| 1097 (全体 ) Fig. 3 | 地震 ii] 11948) 参照 
7| 野 尻 湖 |1943.X. 13|138? 2E, 36" 8IN| 84 Fig. 16 | 以下 すべ て 通信 調査 
| | | 
8 東南 海 沖 | 1944.XII. 7|1136? 2E, 33? 77N| 393 | Fig. 17 
| | | 
= 河 1945.1. 13 | 187" 27E。 84? 77N| 208 Fig. 18 
10| 和久 戸 沖 | 1945. TI. 。 10|142? 1 呈 , 40* 97N| 35 | Fig. 19 
| | | | | 
11| 南 海 沖 | 1946.XII. 21 | 第 22 図 AB,C 参照 | 407 Fig. 7 | 
| | | | 
12 | 福 症 1948. WM 28 | 136* 3E, 365 1IN| 165 | Fig. 20 | 
> る (人 | 398 (通信 ) | 。. | , 工場 等 に 委託 の | 
13 | 板橋 火 楽 庫 | 1949.IX. 7 | 東京 者 板 枯 区 中 合 灯 | s12 1 Fig. 8 | な MS | 
| 1952.III. 7 186? 2E, 365 5IN| 96 | Fig. 10 | 阪 谷 中 学校 の 報告 


: 表 所 表 の 圭 央 . 


本 研究 に 於 て は 一 つの 矢印 は 多数 の 報告 に 基づい 
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1) 
2) 
9) 
4) 


Fig. 22. Location of the earthquakes. Numbers 
in the figure indicate those of Table 2. 


婦 柚 
佐藤 泰夫 地震 羽 ] 1 (1948), 4. 
佐藤 泰夫 音響 2 (1948), April. 
岸上 ・ 永 田 ・ 宮 村 地震 研究 所 保 報 19 (1941). 
今村 明 恒 震 災 予防 調査 会 報告 77. 


寄 
令 * 


直結 式 電磁 記録 器 の 設計 に 
関す る 2, 3 の 新しい 注意 ( 続 
(昭和 31 年 1 月 6 日 受理 ) 

仁田 治 米 錠 ニ 


Some Notices on the Design of an 


Electromagnetic Recorder having 
no Amplifier (continued) 
Kyozi TAZIME 
(Received Jan. 6, 1956) 


lz 


| 月 
>ー ズ ヽ ズー テ ャ ー 
に 細 
中 [|z っ Zs z く Z2|| Ez| 
| 拓 |4 
| 


Fig. 1. An electro-magnetic recorder 
having the 7 type attenuater . 


$1. 電磁 地震 計 と 電流 計 と の 間 に Fig.1 の 如く 
7 刑 の attenuater を 設け る こと が ある . 

単に shunt を 設け た 時 の 電磁 地震 計 及 び 電 流 計 の 
振子 の 運動 は 前 の 論文 | に 結果 の 式 だ け を 発表 し て 
ある . 然し この 様 に 簡単 な 場合 で すら , この 様 な 計 
算 に 慣れ て いな い 人 に は 案外 に 導き 出し に くい ゃ も の 
な の で ある . 今回 の 如き attenuater を 設け た 場合 
に は 計算 は 一 層 面 倒 に な る の で , 順 を 追 つて 振子 の 
運動 の 表現 式 を 求め て みみ よう. 

例 に 依 つ て 地震 計 に 関す る 量 に は 添字 1 を 付け , 
電流 計 に 関す る 量 に は 添字 2 を つけ る . 


: 振子 の 速度 , 7: 電流 
を : 機械 的 impedance, グ を: 志 気 的 impedance 
7 婦 : 電圧 


用 : force factor (電圧 感度 ) 

さて 電気 回 路 を 開い た 場合 に 夫々 の 振子 は 2 階 線 
型 振動 を する も の と すれ ば 先ず 次 の 方 程 式 が 成立 す 
の 

ュー ニー カオ プ ュ 0 


O= テ ー24。7 の 十 es レ ぅ 0③), 
ニカ キュリ ュー(②, 


アッ テ グ 577 二 45P> (④), 
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傘 に Fig. 1 に よれ ば 電気 回 路 つ いて 更に 次 の 如 
ぎ き 関係 が ある . 


が ュー ニー グ 37。 5), カニ 7 ナオ ん 8), 
ニー グ 4 ム ー グ 。7。 (6), 7 ニカ 十 7 (⑨). 
2 ラガ / ⑦, 


これ ら の 9 個 の 方 程 式 は 連立 方 程 式 に な つて いて , 
の カ , 7 お, な , 及び > の 9 つの 量 を 
未知 量 と 考え る と と が 出来 る . 

改 に 例え ば ①),(②⑫) 及び ③⑬,(《④) か ら 夫 々 尻 及 
び 。 を 消去 す れ ば 


242 コ 
大 =( タ + で)+ Q0) 
る 1 る 1 
2 
= な (タク + ) 1) 


更に 


(5) て (11) 式 か ら の 5, 犬 ,75,74 を 消 夫 


すれ ば 
2 Ai 
ぐ 1 


『41 (る + ゴト 
2 
5 ZZ 2 
ーー 大 の (な) 2) 
1 池 ) 
an(+ デ 


ee ンー エ を) 人 
| ク 」 (+ 8 (2+ の 


故に 


Ace 錠 )(r る ) 


1 ググ 二 グ 。 )( 用 22 ) 
ーー 4) ンー 
グ 。 (1 グ 3 2 る > 


ング / 5 22 4 アリ 
5 ミイ マグ (る + 学則 _ 4 が 
グ , る ゥ る ] 


(14) 
7 を 求め る こ 


これ で 東 に 角 電 流 計 を 流れ る 電流 
と が 出来 た の で ある . 

次 に 電流 計 の 遠 度 P。 を 求め る に は ⑬) と (14) 
と から 


2 
2 み 放 は 女 (の ) キア ・ 填 4 ー 
1 1 ダッ 
+A( ラ ) 2 ー414。 が 7 (15) 
グ ぞ ] ダ ゥ 
但し 
グ の > 
だ (ググ) テグ 」 二 グッ 十 グ 。 十 グ ( 当 上 欠 ) 
ん 4 
グ 」 ググ 。 グ 。 
く の ッ ゥ ーー ンク キー トー ヵ 16 
の の に 2 ググ 4 0 


156 寄 書 
グ 。 グ 。 グ 4 十 ググ 。 ク 
ルー と 9 議 0 6 の + 欠 キー ジー 
2ー1 ド クー で ZN 痢 | " 
ン グ , アン の 
ミン を 5 鐘 ーー 1 ユニ ニー ォ ーーーーー ー 
人 Ak 1 テンジク ピク ク の 
ンジ ラク ク レノ ラグ 人 る | 
( ヶ )+ み ( を ) (19) 人 和合 
+ 
1 あー 2 (の 2 ま 
必 = の キーーーーー ニ ネー テー テー グ 。 を ググ 4 
テ 本 シン グゥ 二 グ 4 
ング の た に ーーー 双 同 様 に 
2 コア タ 同 様 に し て 
も (2) = 4 錠 . (22) 
グゥ テグ 。 十 る の っ 中 5 か 
2 ンー (20) - Qi/ グ ) 1 
ク 。 5 2 ググ Fe (23) 
本 と 定 ZN 
と お け ば , 少く の 225 提 (21) 全 3RK つ 13 9 
Sa レレ 76『 ク 2 
を の 0 ( 2 ルリ 1 = ーー バー 24 
の 2 腕 1 プ ん 
h ジモン 2 の (24) に (17),(19) 及び (20) を 代入 し て g を 求め 
キイ 1 キー ニー キーー 2 CA 
あ よ グ 。 の 2 れ ば , 少々 退屈 な 計算 の 後に 次 の 表現 式 を 得る . 
H (用 用 5) 
(竹久 -2200 の (と NZ {の 0 ググ (25 キク 。 )} 
こ で (20) 一 (24) に 得 た 関係 式 を 使 つ て (15) 式 を 書き 変え る 
42 4 424 め 
の ]as 十 る > ジ る 1 あ に みあ (1 一 の に ーー ココ 」4 っ] . (26) 
然るに 
2 用 
2 包 及び = アー (27) 
は 夫々 電磁 地震 計 及 び 旭 流 計 の short circuit impedance で , 


(る ヵ 三 2 hmm). 


(27) を (26) 式 に 代入 し て 頓 すれ ば 


> {(④」 十 る (る 5 十 る yz) 一 


(28) に 16) 及び (25) を 代入 すれ ば 電流 計 振 子 の 運動 の 完 


区 aa る | ュー 


遇 拓 


Ri で グ 志 の 。 の = の ニク 。 と おけ ば 。 単 
に shunt ググ 。 の み が あ る 場合 に な る . 実際 に この 様 
な 関係 を (29) 式 に 代入 し て みれ ば 今回 の (29) 式 は 
前 回 り の 式 に 一 致す る こと が 分 る 

と ころ で (17) 及び (18) を 見 直 お す と 


レイ レン ウノ モラ の ドラン 2 ミラ) 
ググ 。 


71 ぐ 22 
(る - 8 る al) (る > E ee) 


7 


(30) 


Meg6kb20320452002 


これ 即ち 電磁 制 振 カ を 与え る の で ある . 


_ _ 人 45 が 5 
の る al る 三 友 () (28) 
E 全 な 表現 式 を 得る が 出来 る . 
( 有 ち 用 )* 
グ ョ キ グ 二 ググ 。) 十 作 ,( グ 3 十 グ 。)} 
42 
2 0 コンク (2 
と の 2 
グ i( グ ミキ グ 」 上 グ 。) 十 グ 3( の 」 二 グ 。) 
77= ご ー 2 
名 (31) 
履 に (25) と (30), (31) と を 見 比べ れ ば 
1 
の (32) 


多 (21), 22) の 婦 ( グ ) を (28) の 右辺 の な (の ) に 
代入 すれ ば 


害 
碧 ] 


414。 / 44242 NM2/ 1 Nm 
の いろ) 【zg) 


8 の Ao リグ 
(33) に (27) 及び (32), (33) を 代入 すれ ば 
414。 


三 (12xe) 172g172 


到 (②) (3 


故に (28) の 代り に (34) に を 代入 し て 次 の 如く 書 
ie と SS 田 米 る 
Ys る 十 る am) (る 5 十 る yo) 


h の SC < 人 3 - -f 
(る 1 十 ex)( る 5 十 る xy) 
テー ガ ng72(eaeo)72 (35) 

即ち 単に shunt が ある 場合 と 同様 に 2 この 記録 系 
の 感度 又は 倍率 は 静 的 coupling factor z の 1/2 乗 
に 比例 する の で ある . 
$2 か く の 如 く 電 磁 地震 計 と 電流 計 と を 結ぶ 途中 の 
電気 回 路 の 如何 に 拘ら ず , 単に g の 値 が 変っ の だけ で 
表現 形式 (35) は 不変 で ある こと は 注目 され て も よい 
で あろ 3? . 今 迄 に ゃ 再三 述べ た 如く (35) 式 の 中 で 

71 2 
(ai 二 る mi) (@ 十 yo) 
が coupling の 為 の 項 で ある . 

attenuater を 設け て を 小さ く し, 倍率 を 7 倍 
に 下げ る な ら ば , coupling の 影響 は ヶ 倍 だ け 非 常 
に 小さ く な る . 

改 に 電磁 地震 計 の 振動 試験 の 際 に 特に 便宜 上 at- 
tenuater を 設け て 試験 する な ら ば , この 除 に は 
coupling の 影響 は 観測 され な い 筐 で ある . 

(36) 式 の 右辺 で は 振子 の 質量 7%+,。 2 は 分 母 と 分 
子 と で 約 せ て し まう の で , coupling の 影響 に は ?7。/ 
2 の 値 は 関係 し な い の で ある . この 点 に 就 て は 今 
迄 に も 何 回 か 指摘 し た が 3, 未だ 了解 され 難い よう 
で ある ・. 故に も う 一 度 繰 返 す こと に し ょ よう. 

簡単 の た め に attenuater が な い 場 合 (=1) を 考 
えれ ば ①), (②⑫) 及び (④⑭ 式 か ら 


4。 
(る 十 る 1) (ロニ カー ろ + の を の 


= miPoー (eax アッ. 
但し 6 は 地動 の 加速 度 と し た ・ 
然るに 地動 の 円 周波 数 を o と し , 振子 の 自 巳 振動 
円 周波 数 を 夫々 名 及び %。 と すれ ば (37) 式 の 有 辺 
(は 
72 oー(24205)VP(2 2n)72(2 2) ウッ 
(“る 三 2 27222) 


= 


(36) 


(37) 
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と な る ・. 故に (37) 式 の 右辺 の 2 項 の 大 き さ を 比較 す 
る に 
Ia ep) の | 
Iol 
(2 nn)72(2 0)2(25/71)77( アッ / ヤ o) (38) 

但し % 三 %/o と お いた . 

この 式 を 一 寸 見 る と 2%z/2%G が 小さ く な れ ば いく 
ら で ゃ も 小さ く な り そ う に 見 える が , 実は Pz/Yo が 
問題 で ある ・ 

実は 7%/72n が 小さ けれ ば 倍率 が 大 きい の で ある . 
始 ち も それだけ Vs/Yo が 大 きく な つて いる の で ある . 

か く の 如 き 混 乱 を 来 し た 第 一 の 原因 は (37) 式 で 
。 の 係数 と P。 の 係数 と を 気軽 に 比較 し た だ け で 
夫々 の 項 の 大 小 を 判定 し よう と し た と ころ に 間 違 の 
源 が ある . 即ち (35) 式 に 於 ける 如く 同一 量 の 係数 同 
志 の 比 較 を 行わ な けれ ば , 原理 的 に 云 つて 2 項 の 大 
小 の 比較 を 行い 得 た い の で ある . 

(35) 式 の 如き 計算 に 不慣れ な 理由 で , 原理 的 な 無 
理 を し て 迄 も 気軽 な 式 を 固執 する 気風 が 未だ 残 つて 
いる の は 遺 感 で ある . 

この 続 稿 執筆 の 動機 は 東京 大 学 地震 研究 所 松本 利 
松 氏 に 依 つ て 与え られ た 筆者 の 主張 に 対し て 関心 
を 示さ れ た 事 を 感謝 する . 
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我国 に は 例え ば 和歌 山地 方 の よう に, 微小 地震 が 
頻発 する 地域 の ある こと は 既に よく 知ら れ て いる 所 
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で ある が , 吾 々 の 研究 室 で は , 
を 利用 し て , その 地方 の 地下 構造 
これ ら の 地震 の 起り 方 を 調べ る 
密 な 観測 を 行 つ て みた . 
観測 を 行 つ た の は 1954 年 11 月 末 で , 場所 は 小 地 
記 が 特に よく 起 る 海南 市 附近 を 選び , 稚 測 点 は 震源 
eK を 目 森 と で IS グ 申 7 区 の 義 る 半 
穫 10km 以 内 の 狭い 範囲 に 4 個所 り 2 な 
お この 仙 測 は 東大 地震 研究 所 宮村 研究 室 と 協力 し つ 
つ 同 時 に 行 つ た も の で , 東大 所 属 の 観測 点 5 個所 う 
も この 範囲 に ある . この 地方 の 基 岩 は 御 荷 欠 及 び 三 
波川 素 に 属す る 変成 岩 か ら 成 り , 器 枯 は すべ て この 
岩 般 上 に 設置 し た . 使用 し た 器 概 は , この 和 観測 の た 
め に 設計 し た 固有 周期 の 上 下 及 び 水 平成 分 9 の 変 磁 
束 型 電 (004 4 
で , これ を 周期 0.35 sec, 直流 感度 3.2x10-8 の 
電流 計 に 直結 し た 時 の 倍率 は 0.2sec で 70,000 倍 
程度 で ある . 刻 時 に は 標準 電波 (4 Mc の 本 Y) を 用 
3 
誤 


GR の の 縛 久 う な 局 地 地震 
を 推定 し , 併せ て 
目的 で , 今回 少し 精 


た ・. 記録 紙 の 送り は 約 5mm/sec 時 刻 の 読取 り の 
差 は 1/20 sec 以内 で ある 
観測 の 結果 は , 1 日 平均 10 数 個 の 地震 が 記 


録 さ れ 


に ニン ン 
WAKAYAMA eS @。 


ーーーーーー ーーー ーー の 
S Km 
@ 


Fig. 1. Positions of the obseryation stations 
and the epicenters of earthquakes men- 
tioned. 


⑲ Obs. pts. (Tokyo Univ.) 


⑯ Obs. pts. (Kyoto Univ.) 
公 Ppicenters 


た が , 上 記 の 範囲 に 起 つ て 5 個所 以上 の 御 測 点 で 共 
通 に 観 測 さ れ た 地震 の うち , 記録 が 良好 で か づつ 時刻 
の 読取 り が 特に 明 呈 な も の 8 個 を 選ん で 解析 し た ・ 
先 づ 第 一 近似 と し て 机 委 * 均 質 一 様 で ある と 仮定 
し , 衝 観 測 点 に 於 ける 発震 時 か ら 震 源 を 求め る こと 


お) の 外人 
つた た め , 同様 な 仮定 の 下 で アー 時 間 を 用 い , 更 


に 初動 方 向 も 考え て 震源 を 定め た , この 方 法 を 採る 
と 震源 は 土 500m 位 の 範囲 内 で 比較 的 よく 定 ま つ 


た . こ と これから 走 時 曲線 り を つく る と , 各 点 で 観測 さき 
れ た 発 寺 時 は 観測 誤差 以上 の 大 きい 範囲 に ば ら つ 


ぎ , 若 し 走 時 曲線 を 平均 的 な 直線 で 引く と すれ ば , 
地震 濾 の 速度 は 夫々 の 地震 に よ つ て 非常 に 異 る と い 
う よ う な 結果 に な り , 3~8 km/sec ( 縦 波 で ) の 間 の 
値 と な つ だ . 

そこ で 見 方 を か えて , 走 時 曲線 を ある 範囲 の 幅 を 
持つ も の , 或いは 幾つ か の 小 グ ルー プ か ら 成 る も の 
と 考え て みる と , こと で 用 いた 7 個 の 地震 に 於 いて 
は , すべ て 14 秒 程度 の 走 時 の 差 を 持つ て ほぼ 平行 


する 2 つの 直線 に 分 ける と と が 出来 た . これ か ら 来 
Table 1. 

本 ーー 

4 2 | Ne 3 

No. (Km) my Rey (07722 を (sec) 

200T192 | 8 S6l | 机 っ 本 : | 0.25 

Cl 6 4.6 2.5 3 の 2 

23 | 33 に お 3 ド 4 7 67 0 まう 5 

22 トド 8.7 の | 7 赴 23126 0 | 495NNOSD 

に 5 4 ボ 半 池 9.201 5.8 | 0.20 

24 て 4 みあ 70 ト 5 230。 | ba 0.25 

37 | 4.7| 4.3 II 科 * 0.45 

| 40 | 7.4 so zel1mlesl oz 
mean 億 4 トク ち 8 に ま 6 


盛 : focal depth. 
velocities of longitudinal and trans- 
Vesral waves. 
た: Omoris′constant. 
67: difference of the travel times be- 
tween twWo grouDSs. 


1) Kimiidera (K), Idakiso (①, Nogami (N), Yoro (Y). 
2) Dejima (D), Sanda ⑤), Kotonoura (Ko, Ko), Minoshima (M). 


3) K, N: vertical and 2 horizontal componentSs. 


1, Y: Yertical component only. 


4) この 場合 は 便宜 上 時 間 一 震源 距離 曲線 . 


と よっ 
RI 


め た 伝播 速度 は , 表 に 示す よう に 大 体 一 定 し た 値 に 
な る が か が, これ は 最近 この 地方 で 行わ れ た 小 発破 実験 
か ら 求 め ら れ た 変成 岩 表層 中 の 速度 と 割合 よく 一 致 
居 36Mo 交 。 

と ころ で 今 迄 は , 近似 的 に この 地方 の 地 構 造 を 
一 様 な も の と 仮定 し た の で ある が , この 仮定 の 下 で 
も ゃ , 団 源 に は 時 刻 の 読取 誤差 か ら 生ずる 不 確 定 さ が 
ある . そこ で 考え 得る 誤差 の 範囲 内 で 震源 を 決め 直 


し て 訪 る と , 速度 と 走 時 差 の 値 は 多少 変る が , 走 時 
曲線 を 2 群 の 直線 に 分 け 得 る と いう 傾向 は 変ら な か 


また 7 個 の 地震 に つい て 得 ら れ た 因 源 の 深 さ 
> 2,3 の 簡単 な 地 帝 構造 の モデ 
ル を 仮定 し て み ne な お 同様 な 傾向 が 認め られ 
だ た だ. また ある 2 つの 観測 点 に 於 ける 発 忘 時 及び アー 
S 時 を 比較 し た 時 , アー 時 の 長い 方 が 発震 時 が 早 
いと いう よう な 一 見 矛盾 し た 例 も , 上 の よ 5 に 走 時 
曲線 に 2 つの グル ー プ を 考え れ ば 一 応 説明 が つく .・ 


の の 7 。 
と 速度 と を 考慮 し て 


(I) 
ビン 


ふ マ ミエ 
ll ll I Il 


O 〇 ) いつ 〇 ! - コ 
CGCO の 呈 


16.0 


45.0 


H=47Km 
V= 4.3 Km/SeC マン リリ 


き 
12.0 


6 7? 8 9 30 jj 12 18 14 15 っ 2 


Fig. 3. (3) 


時 の 早い グル ー プ ①⑪ に 属し , 初動 "Paull'” の 点 が 
走 時 の 遅い ダグ プ Q⑪) に 属す る . 他 の 2 個 の 地 
圭 で は この 関係 が 逆 に な り , 初動 「Paull” の 点 が グ 
7 ⑪ に / Push? の 点 が グル ー プ (TU) に 属す 


グル ー 


2202o 


Time-Distance Curve. [No. 37] 
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それ で は 次 に これ ら 2 群 の 走 時 曲線 を どう 解釈 す 
る か が 間 題 と な る . 先ず こと で 取 り 扱 つた 全部 の 地 
戻 を 通じ て , ある 特定 の 観測 点 や ある 定 ま つ た 地域 
に ある 幾つ か の 観測 点 が , いつ も 同じ し グルー プ に 屈 
し て いな いか , また 震源 の 位置 と か 震源 か ら の 距離 
等 に よ つ て , その 属す る グル ー プ が 定 ま つ て いた い 
か を 調べ て みみ た. し か し この よ ょ よう な 傾向 は いづ れ も 
明らか で な か つた . 

そこ で 次 に 原因 を 震源 で の 発 雲 機構 に 関係 する も 
の と 考え , 各 和 観測 点 で 記録 され た 初動 の “Push* 
Pull' の 分 布 と 走 時 曲線 と の 関係 を 調べ て みた . 
初動 の 分 布 は その 振幅 も 考慮 し て 分 線 を 引く と , 一 
応 4 象限 型 の 分 布 を 示す が , 2 本 の 人 節 線 は 必ず し ゃ 
直交 し な い . また 同じ 観測 点 で の 初動 が 常に “Push* 
又 は “Pull” の 一 方 だ け に な る こと は な か つた . 走 
時 曲線 と の 関係 を 見 る と , 5 個 の 地震 に 於 いて は , 
初動 が か "Push' の 区 域 に ある すべ て の 観測 点 が 走 


(b) Distribution of “push′ ( 〇 ) and 
* pull ”(@ ) of initial motion. [No. 40] 


の 


( 〇 ) and 
[No. 37] 


(b) Distribution of push 
* pull ”( 但 ) of initial motion. 
る . 但し 節 線 に 近い 観測 点 で は 2, 3 の 例外 が あつ 
に . 以下 7 個 の 地震 に 於 いて は , 詩 源 を 求め る に 際 
て 初動 の 押し 引き の 分 布 に 関係 な く アー ざ 時 を 用 
いた が , 別 の 1 個 の 地震 [No. 37] で は , 


(回 細 NEia 


IS6MM 
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の 区 域 に ある 5 徹 測 点 の 発震 時 を 用 いて 震源 を 定め 
た . これ か ら 走 時 曲線 を つく る と , これ ら 5 点 は 約 
4.3 Km/sec の 直線 上 に , 初動 '『Pull'” の 他 の 4 点 
が これ と ほほ 平行 で 0.4sec 程度 早い 直線 上 に 大 体 
載る . これ は 前 の 7 個 の 地震 で アー マダ 時 を 用 いた 場 
合 と 同じ 傾向 を 示す も の で ある . 

以上 の ょ うな 事実 は , 震源 附近 で 観測 され た 走 時 
曲線 の 上 に 述べ た よ うな 異常 が , 発 寺 機 構 と 何等 か 
の 関係 に ある こと を 示し て いる よう に ヒ 思 われ, 或 い 
は Push, Pull の 震源 で の 発 雲 時 刻 の 見 掛 上 の ずれ , 
震源 の 形状 等 を 検討 する 必要 が あり そう で ある .^ こ 
れ は 将来 の 更に 詳し い 観 測 に 侯 ち た いと 思う ・ 

終り に , 種々 御 教 示 を 頂い た 西村 英 一 教 授 , 貴重 
な る 資料 を お 貸し 頂い た 東大 地震 研究 所 宮村 摂 三 助 
教授 , 並び に この 観測 に 御 協力 下さ つた 方 々 に 厚く 
御礼 申し 上 げ る . 

な お , これ は 1955 年 10 月 の 地震 学会 で 講演 し た 
も の で ある . 


| 
7) 


断層 の 観 窪 され た 地震 の 


イン ン フッ iu 00 


東京 大 学 理学 の 
部 地質 学 教室 時 野 一 孝 
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断層 を 伴う 地震 の 大 き さ に は 或 る 限界 が ある の 
は な いか と 考え て , 明治 以後 の 日 本 と その 近 修 の 
震 に つい て 調べ て 見 た 結 , 断層 を 伴う 地震 の マ 
ニテ ュー ド は 7.0-7.4 以上 で ある 事 が 判 つ た . 
料 は 文献 2, 3) に よる . 

第 一 表 は , 1874--1955 年 に 日 本 近 修 に 於 て 発生 


3764 
地 
グ 
次 


じ 


た 断層 を 伴う 地震 の 表 で ある . これ を 見 る と , 鳥取 


地震 と 混 美 地震 の 場合 に 
断層 の 観察 され た 地震 の マグ = ニテ ュー ド は すべ 
7.0 に 等 し いか , それ より も 大きい. 理科 年 表 か 


47。。 を 採用 する と すれ ば , 


KG 
ら 


7>7.0 で 断層 の 報告 され て いな い 地 寺 を 取出 す と , 


第 1 表 断層 を 伴う 地震 (1874-1955) 
| 上 た だ この の まっ ee 3 | 
机 35S PR! 寺 し ::g ' 0 
| | | 導 | 才 | MM 
321 濃 選 IM 1891。 XX 28 二 4 
329 庄 内 |1894.)XJ MEe2i 739 浅い (?) | 
333 羽 後 。 に 1896. VIIIW31 | 7.5 | | 
383 関 東 ' WU923、1X 和民 NISSMI Se 2 | 10-20 
385 但 全 |11928 Ve 8 | 10 ⑫ 
386 朝 後 99 femme 73/。 10 | 
390 北 伊 豆 |1930.xI. 26| 7.3 | 二 。 
412 島 取 |1943.IX. 10| 6.4 | 7.2 0-10 
416 所 「' 美馬 ) 。M 1945. !.。 評 和 叶 659 | 7.0 0 一 10 
418 福 井 ル 1948、 VI.。』28 |。72 | 7.2 20 | 
証 1 4 は Richter-Gutenbere の マグ ミニ テ ュ ー ド ) 44。 は グー テン ベル グ , Az。 は 坪井 の マグ 


2 Ese 三 記 。 
姉川 (1909. VIII. 14) 


大 町 (1918. XI. 11) 


島原 (1922. XII. 8). 屈 斜 路 (1938. 


V.29) の 答 地 震 は , 断層 を 伴 つ て いた と い ぅ 記録 も や ある が , 当時 の 報 文 を 検討 し た 結果 
これ ら は 肌 角 , 亀裂 の 類 と 見 な す 方 が よい と 思う の で , この 表 か ら 省 いた . 
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第 2 表 4>7.0 で 断層 の 伴わ な い 地 震 ( 汐 底 の も の ) 


| | 海岸 線 と 震 
No. 年 月 日 77 類 央 | 央 間 の 距離 備 考 

| (km) | 
327 | 1894.II。 22 7.6 | 根 室 沖 0 
332 | 1896.VI. 15 7.6 | 陸 中 沖 20: | 
385- ト 897。TT。 Je20 7.8 | 臣 中 沖 100 
336 | 1897.VIII. 5 も 2 ai 台 溶 60 | 
337080.H898 TV、 282 。7s8he 本 中 池 20 | 
341 1899. III 6 7.6 | 紀 伊 沖 40 | 
343 | 1900.V. 12 3 | 科 沖 60* | 生生 
345 。 1901.VI. 24 7.9 | 欠 美 大 島 近 海 100 | 
346 1901.VII. 9 7.7 | 隆 奥 和 八戸 近海 10 
347 | 1902.1 30 7.4 | 書 森 沖 30 
8SOuHd9055 VS.234 こ 6. ( 衣 島 深 5-.10 
351 | 1905. VI 7 | 7.0 | 伊豆 大 島 近海 30 
MI908YAh AS も 7 > 島 時 近 200 
360 | 1909.XI. 10 | 7.9 | 日 向 洋 100 
09 る 4015 2 ML 7.5 | 活 状 沖 100 2 の 
374 | 1918.IX. 8 | 7.9 | 得 所 鳥 太 平 洋 100 =87。 
375 | 1918. XXI 8 7.4 択 提 沖 500 7。=73/4 
393 | 1933.IIT. 3 25 で 際 沖 130 罰 ニ 7.7 
399 | 1938.I 12 | 7.2 | 引 伊 田辺 沖 40 | 
22002988. WV 29 7.6 | 毅 破 沖 60 才 み =7.2 
0070 導 943RCCI49INNOE ボデー アプ 生計 沖 40 | 
45 | 1944.XI. 7 | 8.3 | 東 海南 道 | 30 =7.4 
417 1946.XII. 21 8.1.| 南 海道 沖 | 60 | =7.7 「 
420 1952. II と 2 十 騰 沖 80 | 

第 3 表 > ッ 7.0 で 断層 の 伴わ な い 地震 (陸上 の も の ) 
伯 沈 吉 9G 。 一 革 ド 

No. の コ 月 日 | 震 央 備 考 

| | 2 | 7 | w 
20 半 員 19045Y 20。 | 記 7b 東 京 附 近 | | 
907395 上 el 72 | | 利根 川 下 流 | 
358 It りり 215 し 還 癌 / ル 細 因り 現 替 湖 北部 | 姉川 地震 | 
378 (92 昌 HI な | ST | 滝 ヶ 崎 附 近 


第 2. 表 (海中 に 震央 を 有する も の ) お よび 第 3 表 マグ ニテ ェ ュー ド は いずれ も 7.4 以 下 な の で , マグ ニ 
(陸上 に 震央 の ある も の ) の よう に な る . 第 2 表 に お テ チェー ド が 7.4 を 越え る 地震 は すべ て 断層 を 伴う と 
ける 海岸 線 と 寺 央 間 の 距離 は “343? を 除い て . 女 いう 考え が 成立 つ 可 能 性 が か ある. ちなみ に , 第 1.3 
貢 ? 所 載 の 震央 位置 に 基 い て , 地図 か ら 概算 し た も 表 か ら (1940 年 以後 は 77。。 を 採用 し て ) 7.4 ラ ルル テ 
の で ある が , 最も 小さ い 場 合 で も 10 Km 程度 で , 海 7.0 の 地震 を 取出 す と 第 1 表 か ら 6, 第 3 表 か ら 4 
底 に 断層 が 出来 て いて も , 上 陸 し な い 可 能 性 が 充分 を 得 , 従 つ て 断層 を 伴う 5 も の は 6022 で ある ・ 

(に ある . 次 に 第 3 表 に つい て 見 る と , こ と これら の 地震 の な ほ = ニ 7.0-7.4 は 7 欠 (河和 角 の マグ ニテ ュー 
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第 4 
1) っ 
ィ マク = ニテ ュ ー ド | 所 居 を 伴う 地震 | マグ クノ = テ ュー ド | 余震 を 伴う 地 天 
ルッ 7.4 | 100%= | >7.35 。 。qdoO% め ) 
間 軸 0 4 ラカン 7. 人 ] 60% 7.35> ッ 6.85・ | 50 多 
- きす 30 巡 ー 
7.0>7 0 用 6.35> 4>5.85 062 | 
5.85> ン 5.35 2-3%%。 
往 1. 右 材 は 文献 1) に 依る %. ド 
ド ) =4.3~5.1 に 相当 する . これ は 余震 を 必ず 伴う relation の @P/⑦7 ニ テー の の (9: 重力 加速 度 ) を 仮定 し て 


地震 の 7z が 5 以上 で あり , 5> ル 4 で は それ が 
502 で ある と いう 事 ! と 対照 すれ ば 興味 深い ・ 
以上 を まとめ る と 第 4 表 の 如く に な る . 
最後 に , 種々 御 教 示 を 頂い た 寺 研 河 角 広 博 士 に 厚 
く 御 礼 を 申 上 げ る . 人 タ , 本 稿 を 御 校 関し て 下さ つた 
高井 先生 , 終始 宴 切 な る 御 指導 を 賜 つ た 杉村 新 氏 に 
深く 感謝 する 


献 
震 を 伴う 地震 の 大 きき さ の 下 
限 に つい て . 地震 こ 8 No. 1 p.p1^7. 


2) 中 央 祭 象 台 (1952): The Catalogue of Major 
Earthquakes: Seismological Bulletin for . 1950 
ID 誠 99 


3) 東京 天女 台 (1955): 理科 年 表 


(⑩ 員 に の Aa 
昌 学 部 阿武 山地 震 観 測 所 
三木 購 男 
(昭和 31 年 2 月 1 日 受理 ) 

On the C Layer 


Haruo MIKr 
(Received Feb. 1, 1956) 


地球 内 部 に お ける 色々 な 物理 量 の 分 布 を 決め る た 
め に は , 次 の 方 程 式 を 解 か な く て は な ら た ない. 
@//@ の 7: ニ (9//9 の )z,s の アア / の 7 十 (9//97)s, pg7/ の 7 


1) 浅田 敏 (1955): 


京都 大 学 理 


十 (9o/99) ゎ ,z の 90/ の か (1) 
の : 容 度 , 戸 。 圧力 , ゲ : 温度 

の : inhomogeneity を あら わす parameter 
7: 地球 中 心から の 距離 . 


と ころ が , 観測 値 か ら は , 有 有 辺 第 一 項 の 係数 (9。/ 
6 の )z,s の 近似 値 が 得 ら れる に すぎ な い . William- 
son と Adams は 第 二 第 三 項 を 無視 し , hydrostatic 


密度 分 布 を 求め る 方 程 式 を つく りり , Ballen は 新 し 
い data を 得 て そ の 計算 を くり か え し た 2. 島津 は , 
の の 深 さ に よる 一 次 的 変化 を 仮定 し , 第 二 項 を 無視 
し , hydrostatic relation を 仮定 し , core's mass 
の central concentration か ら 密 度 分 布 の 防 界 値 を 
求め め , 筆者 は 第 三 項 を 無視 し て 温度 分 布 を 得 た む . 
以上 の 試み は 何れ も 1) を 完全 に 解く こと の 困難 さ 
を 示す . 

C 層 の 特異 性 は 地震 渋 速度 分 布 の 観察 か ら 直 ち に 
納得 され る が , その 成因 或 は 状態 に つい て の 解釈 は 
確定 し て いな い . 何故 な ら , 月 或 は terrestrial pla - 
nets の 平均 密度 を も と に する 解釈 は Bullen の 方 法 
と 同じ 仮定 に 拠 つ て いる し 9, Birch の 1 一 g-1 の / 
の @ ヶ (の =ーs/ の , fs: adiabatic incomnpresSibilitY ) 
の 解析 $ 同 じ く hydrostatic relation を 前 提 し , 


の 合 温 度 の の 影響 が 軽微 で ある こ と か クラ だ (人 ま 
る 9. 筆者 は 前 に C 層 で hydrostatic relation が 


成立 じ な い めい だ 考 で も AO こと を 示し だ の が 人 温 民 
の 影響 も 併せ 考え た 為 に 論旨 が 明確 で な か つた 72. 
そこ で , これ 迄 の 慣例 に 従 つて 温度 を 問題 に せ ず , 

簡明 に 結論 を 導い て みる . 
Birch に よる と 92 
7/ の (を Z7/ の )0(1 二 2) (1+7)  (②) 


isothermal incompressibility, 


ffZ: 

6 negative strain, 

添字 0 は 0-pressure value を 示す . 
地球 内 部 で は 。/ の = ニッ 2ー4/3・o22 と 婦 Z/p は 数 狐 
し か 人 違わ な い の で この 二 つ を 等 買 し , (z/p)o を 仮 
定 す る と homogeneous な 地球 内 部 の げ の 分 布 が 


求まる . これ か ら 速 度 分 布 (Fig. 1) 審 度 分 布 (Fig. 
2) が 次 式 か ら 計 算出 来る . 地球 内 部 を 構成 する 物質 


の 


0-pressure value は 不明 な の で , 


寄 


9? デニ の p0*(1 上 2 ア ) 1 が JH90+107(22 二 2)] (3) 
?2=s2(1 二 2 げ ) 1 上 (3 多 二 4)) (③⑬) 
の = oo(1+2 ア )37? ⑮) 


22 三 の 2/ の アー2 


2c 227/ ア 


ーーーーーーー ん /967/2 ち 
に ニーバ ボー ルル ん / イ スク の 


の (を が / 


2 の 7 の Z222 222 


の と 
ニー ニラ 
ーーーーーー uew 7767 


みみ (を / 


/Z る Z の 42 


IRO 細 33 


計算 に 当 つ て は 
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0-pressure value を 深 さ 33km ( 約 1 万 先 圧 ) の 
地震 流速 度 か ら 求 め た が , 結果 の 定性 的 性 質 は 変ら 
な い . 計算 に 必要 な 地震 波 速度 の 値 は Bullen の も 
の を 採用 し た 9). Figure 1 に は 計算 値 の 他 に Bul- 
len (obs.)9) Birch (cal.)9 の も の を , Figure 2 に 
$ ゃ 同じく < く 計算 値 の 他 に Bullen(cal.)3) Birch(cal) め 
の 値 を 比較 の 學 に 記入 し た . この 光 も らし く 見 える 
計算 値 は , 過去 の も ゃ の と 較べ て , 少く と も 同じ 程度 


gezs( ち 


2 の Z//cz, /9 タ 2 
ニテ 7722/ 計 ん たん 4 


(74 


ヒビ プ 27/】72777) 
の / の 2 の る 222 3%22 


ee。 2 た 


/2 


164 地 震 
に は , その 正当 性 を 主張 出来 る 符 で ある .・ と ころ が 
それ は 過去 の ゃ の と は 非常 に 違 つた 帰結 を も た ら 
2 

圧力 分 布 は 次 式 か ら 計 算 さ きれ る が , その 結果 を 
Figure 3 に 示す . 比較 の た め に Ballen の 計算 

ア =37o ア (12 ア )92 (6) 
値 $ 記 入 し た . これ か ら 圧 力 勾配 を 求め 9 の と 比較 
し た の が Figure 4 で ある . 若 し hydrostatic re- 
lation が 正しけれ ば , この 二 つ の 計算 値 は 一 致す る 
告 で ある . D 層 (1,000 km 一 core boundary) で の 
一 致 の 程度 は , 計算 に 用 いた 仮定 及び 速度 分 布 の 不 
正確 さ を 考慮 に 入れ る と , 満 足す べき も の で ある が , 
upper mantle 特に C 層 で の 不一致 は この 領域 で 
hydrostatic relation が 成り 立た な いこ と を 示す . 
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地震 時 報 


1955 年 7 月 ~11 月 の 顕著 地震 
7 月 24 日 千葉 県 北部 の 地震 

7 月 24 日 20 時 02 分 11 秒 ころ , 35.7?N, 140.7?E, 
深 さ 約 70 km に 起 つ た も の で , 関東 地方 の 大 部 分 , 
東北 地方 の 南 半 部 お ょ び 中 部 地方 の 一 部 で 有 感 , 最 
大 震度 IV, 最大 有 感 距離 は 酒田 まで 360 km, 規模 


時 報 


M (C). 
7 月 27 日 徳島 県 南部 の 地震 

7 月 27 日 10 時 20 分 49 秒 ころ , 33.75?N, 134.3"E, 
深き 0 一 10 km に 起 つ た も の で , 四国 地方 の 全般 , 
中 国 近畿 両 地方 の 大 部 分 , 諏訪 , 猪苗代 お よび 大 分 
管内 三重 で 有 感 , 最大 震度 V, 最大 有 感 距離 は 猪 苗 
代 ま で 670 km, 規模 M (C). 

この 地震 の た め , 徳島 県 南部 に , 死者 1 名 , 負傷 
者 5 名 , 山 く ずれ , 道路 損壊 , 道路 き 裂 , 通信 線 , 
配電 線 の 断線 な どの 被害 が あつ た . 
8 月 1 日 北海 道東 部 の 稽 深 発 地 震 

8 月 11 日 00 時 59 分 27 秒 ころ , 43.6?N, 144.7?E, 
深 さ 約 120 km に 起 つ た ぁ も の で , 北海 道 地方 の 東部 


と 衝 戸 で 有 感 , 最大 震度 II, 最大 有 感 距離 は 八戸 ま 
で 430 km. 
8 月 31 日 小笠 原 諾 島 西方 沖の 深 発 地震 


8 月 331 日 02 時 35 分 25 秒 ころ , 28?N, 1393/4"E, 
深 さ 約 500 km に 起 つ た も の で , 津 管内 堪 導 だ け で 
肥 感 , 震度 1, 有 感 距離 750 km. 

9 月 5 日 釧路 南東 沖の 地震 

9 月 5 日 04 時 09 分 36 秒 ころ , 42.6?N, 144.9?E, 
深 さ 約 40 km に 起 つ た も の で , 北海 道 地方 の 南東 居 
と 人 狼 戸 , 宮古 で 有 感 , 最大 震度 IV, 最大 有 感 距離 は 
宮古 まで 420 km, 規模 M (C). 

9 月 30 日 岩手 県 北部 の 地震 

9 月 30 日 04 時 58 分 25 秒 ころ , 40.1?N, 141.3?E, 
財 90-100 km に 起 つ た も の で , 東北 地方 の 大 部 

分 , 北海 道 地方 の 南東 部 お よび 関東 地方 の 一 部 で 有 
感 , 最大 雲 度 IV, 最大 有 感 距離 根室 まで 500 km. 
10 月 1 日 三陸 沖の 地震 

10 月 1 日 19 時 22 分 35 秒 ころ , 40.1?N, 142.5SE, 
深 さ 約 20 km に 起 つ た も の で , 東北 地方 の 北東 部 と 
釧路 で 有 感 , 最大 震度 III, 最大 有 感 距離 は 釧路 まで 
350 km, 規模 M (D). 

10 月 19 日 秋田 県 北部 の 被害 地震 ( 租 顕 著 ) 

10 月 19 日 10 時 45 分 27 秒 こ ろ , 40.3?N, 140.2SE, 
深き 0 一 10 km に 起 つ た も の で , 秋田 県 の 全般 , 青 
森 県 の 大 部 分 , 岩手 , 山形 両 県 の 一 部 分 で 有 感 , 最 
大 震度 V, 最 大 有 感 距離 は 山形 管内 小国 まで 240km, 
規模 MO). 

この 地震 の た め , 重軽傷 者 各 1 名 , 鉄橋 墜落 1, 同 
破損 3, 住家 破損 52, 非 住家 破損 100,。 な どの 被害 


学 会 
が あつ た が , いずれ も 米代 川 流域 の ニッ 井町 附近 に 
限ら れ て いた -. 

1955 年 の 火山 活動 

桜島 (1118 m, 31.6?N, 130.7?E) 

10 月 13 日 14 時 52 分 ころ , 南岳 (1070 m) の 山 
頂 火 日 北 部 で 爆発 が 起り , 以後 同月 31 日 まで , 間 歌 
的 に , 約 20 回 の 爆発 が 認め られ た . 第 1 回 爆発 は 
最も 大 きく . 爆発 地震 は 鹿児島 (最大 振幅 NN 439z, 
F 124 ヵ の 116 め , 宮崎 , 大 分 , 佐賀 , 長崎 な どの 
地震 計 に 記録 され (た だ し , すべ て 無 感 ) , 爆発 音 聴 
取 域 は 鹿児島 , 宮崎 , 大 分 , 熊本 , 愛媛 の 5 県 に わ 
た り ( 最 遠 約 250 km), 砕 層 物 の 総量 は 40 万 トン 程 
度 と 概算 され る (噴煙 高度 は 密 雲 の た め 不 明 で あつ 
た が , 山頂 上 5000m 程度 と 推定 され る ). な お , 今 
回 の 噴火 災害 と し て は , 噴石 に より , 第 1 回 爆発 で 
死者 1 傷 者 7 (北岳 山頂 に て ), 第 4 回 爆発 (15 日 15 時 
8 分 ) で 傷 者 2 (南岳 火口 縁 に て ) を 出し た ほか , 著 
し く SO を 伴 つ た 火山 灰 砂 (特に 第 1 回 爆発 ) に よ 
つて , 島内 の みか ん , びわ , 桜島 大 根 な ど に 大 被害 
を 埋 じ だ 。 

阿 菊 山 (1592 m, 32.9?N, 131.1?E) 

中 岳 第 1 火口 が 7 月 中 旬 か ら 12 月 に か け て 活動 
し , 噴石 が し ば し ば 火 日 縁 上 100-200 m の 高き に 
打ち 上 げ ら れ , 特に , 7 月 25 日 10 時 13 分 ころ の 爆 
発 で は , 火 孔 か ら 北 東 約 300 m の 範囲 に 落下 し た . 

温泉 晴 (1360 m, 32.7?N, 130.3?E) 

8 月 22 日 12-14 時 ころ , 温泉 岳 測候所 の 地震 計 
に 12 回 の 局 発 地震 ( 無 感 ) が 記録 され た . 

ぶ ヨ ネー ズ 列 岩 付近 (31.9?N, 139.9*E) 

6 月 25 日 16 時 ころ , 愛知 県 水産 試験 所 の 第 2 風 
神 丸 が 海底 噴火 (31?587N, 139?54E. ベ ョ ネー ズ 列 
岩 の 北 約 2 km) を 観 油 し た ・ 

三原 山 (775 m, 34.7?N, 139.4?E) 

9 月 7ー8 日 に , 大 島 測候所 で 有 感 13 回 , 無 感 66 
回 の 局 発 地震 が 観測 され た . 更に , 12 月 18 日 か ら 
測候所 の 地震 計 に 微動 が 現われ , 19 日 早 暁 か ら 火 日 
付近 で 地動 が 感じ られ , 岩石 の 月 れる よ うな 音 が し 
きり に 聞こ え , 噴気 も 増大 し た が , 22 日 ころ か ら 艇 
や か に な つた . 

浅間 山 (2542 m, 36.4?N, 138.5"E) 

1-7 月 に 爆発 が と きど き 稚 測 され た ・ 大 部 分 は 山 
ろく で も 爆発 音 が 聴取 で き な い ほど の 小 爆 発 で あつ 
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た が , 6 月 11 日 19 時 46 分 ころ の 爆発 は 音響 の 内 聴 
域 (秩父 , 宇都 宮 , 松代 を 含む ) と 外 聴 域 (金沢 , 福 
井 , 敦賀 , 彦根 , 名 古屋 , 伊良湖 を 含む ) と が 現 わ 
0 
浅間 山 月 別 爆発 回 数 
| 


2 


| 
| 回 数 | ON2 2 age 


樽前 山 (1024 m, 42.75N, 141.4“E) 

2 月 14 日 12 時 19 分 ころ 小 爆発 し , 南東 約 20km 
の 苫小牧 で も 空 振 が 感じ られ た . 

雌 阿 熱 岳 (1503 m, 43.55N, 144.0?E) 

11 月 19 日 16 時 50 分 ころ , 山頂 火口 内 壁 , 赤沼 
付近 で 小 爆発 が 起り , 東方 約 10 km まで 降灰 が 認め 
4 が 

以上 の ほか , 誤 訪 之 瀬 島 (799m, 29.6*N, 
129.7?E) も 相 変 ち ず 活動 を 続け た 模様 で ある が , そ 
の 他 の 火山 は 平穏 で あつ た . (中 央 気象 台地 震 課 ) 


r 
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会 記 事 
O 幹 事 会 1955 年 9 月 26 日 東大 地球 物理 教室 
出席 者 松沢 委員 長 , 安芸 , 浅田 , 浅野 , 宇佐 美 , 
筐 原 , 竹内 ,- 田 , 広野 , (内 田 ) 
1. プロ グラ ム 編 成 


日 時 午前 9.00-12.00) 正 午 | 午後 (13.0017.00) 和 
5 | 凛 | 験 圭 40 分 
| 135 分 会 「 走 時 45 
MBPOME2WAM 150 
水 | 波動 85 分 ) | え 微 動 40 
| 19 | 機械 35 
| 27 | 爆破 関 hss Symposium 
本 | 統 計 総 会 (16<17) 
|128| そ の 他 | 回 
_ | 内 部 機 造 人 055 | | 規 
金 | 歴 。 史 人 
2. 清水 治 氏 より 寄付 の 申出 の あつ た 一 宮 市 所 在 
の 土地 建物 は 名 大 に 寄贈 さき れる こと に た なり, 総 測 所 
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3. 気象 災害 研究 グル ー プ より “災害 講演 会 " の 
共催 学会 と な る よ うぅ 申 入 を 受け た が , 今回 は 時 日 が 
ま り , 余裕 が な い の で 見 送る と と と し た : 

4. 地球 物理 学会 連合 より 下記 申し 入れ を 受 
紀 o 

a). 学会 連合 と し て 関係 学術 雑誌 を “第 三種 " 

と し て 認め られ る よ 5 運動 し た い . 

b). 学会 共催 の 件 を 推進 し た い ・ 

5. 1955 年 の 秋季 講演 会 の 際 の 委員 会 議題 と し 
て 次 の も ゃ の が 予定 され た . 

3). 庶務 報告 (浅田 ) 会 計 報 告 (佐美 か 編集 幸 

告 ( 姿 革 ) 

b). Journal of Physics of the Earth. の 件 

(竹内 )・ 

c). 学会 連合 報告 (学会 共催 の 件 , その 他 ). 
d. 了 臨時 大 会 議題 の 件 ・ 
e). 其 の 他 . 


の 委員 会 1955 年 10 月 27 日 東北 大 学 金属 研究 所 
出席 者 松沢 委員 長 , 安芸 。 浅田, 井 上, 飯田 , 字 
作 美 , 答 原 。 河 角 。 佐 久間 。 佐々 鈴木, 末広 , 
竹内 , 田 治 米 , 萩原 。 広野 , 本 多 。 細山 村内 , 
吉川 


議題 1. 報告 : 詳細 は 幹事 会 議事 録 参照. 

朝日 賞 推薦 依頼 に つい て : 10 月 末日 迄 に 推薦 を 
する よう 依頼 され た が 今回 は 特に 該当 者 か が な いた め 
推薦 を 行わ な いと と と した. 

2. Journal of Physics of the Earth: 地震 学会 


と 共に 火山 学会 , 測地 学会 の 連名 で 出版 する よう 両 
学会 に 申入れ る と と に 決 宏 、 

3. 学会 連合 に 関す る 報告 , 地 物 連合 幹事 会 議事 
録 参照 . 


4. 1956 年 度 学会 に つい て : 東京 で 行う , 原則 
と し て 地 物 連 合 各 学会 と 連合 学会 を 開催 出来 る よう 
を 逢 あ 7 いい 

S. Geophysical Year 及 南極 に 於 ける 観測 に つ 
いて . G.Y. の 問題 に つい て は 松沢 委員 長 よ り , 南 
極 の 問題 に つい て は 玉 原 委員 より 説明 か が あつ た . 
(とこ の 2 項 に つい て は 改め て “地震” の 学会 記事 に 掲 
載 の 予定 ). 

6. 誠 災 予防 調査 会 報告 に つい て は 価格 を 下 の 如 
EGOKSN 


[本 謙二 図版 (附図 )x10] > 13 こ 8.5 由 (人 


O 臨 時 総会 1955 年 10 月 27 日 17.30 より 
定足数 以上 (出席 53 名 , 委任 状 24 名, 計 77 名 ) 
を 持つ て 成立 . 

議 長 松沢 武雄 . 。. 

議 事 

前 幸 人 但 5 
a. 前 回 総会 以降 に お ける 地震 学会 の 活動 状況 に 

つき 浅田 幹事 が 報告 , 久地 震 分 科 会 の 活動 現況 ( キ 

に 国際 地球 観測 年 関係 の 事項 ) に つき 表 氏 が 報告 を 

の 
b. 地球 物理 学 連合 関係 次 期 学術 講演 会 を 数 ケ 

学会 が 連合 し て 開催 する 計画 に つい て その 交渉 経緯 

を 広野 幹事 が 報告 し た . 

ES 2 た 
2 会 欧 廊 雑 誌 “Journal of Physics of the 

Earth? の 刊行 形式 を 地震 , 測地 , 火山 物理 の 3 学会 

が 共同 刊行 に 変更 する 案 (竹内 氏 提 案 ) . 若干 の 質疑 

応答 が あつ た 後 , 全員 同 案 に 府 成 . 本 会 の 名 を も ゃ も つ 

て 関係 二 学 会 に 共同 刊行 方 を 申入れ る こと な つた . 
b). 次 期 学術 講演 会 の 開催 に つい て . 他 学 会 と の 

関係 も ある の で 具体 案 の 決 定 は 行わ れず , 具体 的 な 

開催 場所 及び 日 時 の 決定 (東京 , 4 5 月 頃 開催 と の 

条件 下 で ) は 幹事 会 に 一 任 し , 又 , シン ポジ ウム の 

計画 立案 は 委員 会 に 一 作 す る と いう 鈴木 (次 ) 氏 案 

が 承認 され た . 

c). 地球 観測 年 に お ける 諸事 業 と 本 会 と の 関係 
に つい て (委員 会 が 問題 提出 ). 同 年 に 関す る 国内 観 
測 事 業 計画 の 進行 に つい て 松沢 委員 長 , 刀 , 南 極 に 於 
て 実施 すべ き 和 観測 計画 の 進行 に 関し て 萩原 氏 が 夫々 
情報 を 提供 し た . 原爆 を 使用 する 人 工 地 震 稚 測 計画 
(Bullen 氏 の 提案 に よる ) に つい て は 和 達 氏 不在 の 
た め , 松沢 委員 長 , 萩原 氏 及 び 表 氏 が 報告 事項 b (前 
記 ) に 若干 の 追加 説明 を 行 つ た . つづ いて 討議 に 移 
り , 出席 会 員数 氏 よ り , これ 等 重要 上 且つ 微妙 な 問題 
に 関す る 情報 の 提供 が 葵 り 勝ち で ある と こと に つい 
て , 関係 者 の 反省 を 求め る 等 の 発言 か あり , 更に 具 
体 的 問題 に 入 つ た . 先 , 原爆 使用 に よ ょ る 人 工 地震 観 
測 計 画 に 対 し , 今後 本 会 は 如何 に 対処 すべ きか の 開 
題 に つい て 提出 きれ た 動議 及び 採決 結果 は 次 の 通り 
で ある . (討論 経過 省略 ) 
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1) この 問題 の 処理 を 地震 分 科 委員 に 一 任 す る 

案 (竹内 氏 提案 )、 挙 手 に よる 採決 の 結果 稚 成 者 過 

半数 に 達せ ず 否 決 . 

1) これ は 重大 な 問題 で や る か ら あ ら ゆ る 入 

手 情報 を 遅 浴 な く 本 会 員 に 流す よ ぅ 関係 者 の 善意 

ある 配慮 を 願い た い ? と い ぅ 趣旨 の 決議 文 を 作成 

し 本 会 総会 の 名 に お いて 地震 分 科 会 に 申入れ る こ 

と を 委員 会 に 委託 する 案 . (浅田 氏 提案 ) 挙手 に よ 

る 採決 の 結果 , 装 成 者 絶対 多数 を も つて 可決 . 

1) 今後 本 会 員 と し て , と の 問題 に 対す る 意 

見 を まとめ る に 役立て る よう 本 問題 を 更に 検討 

し , 資料 及び 情報 の 葛 集 を 行う 委員 会 を 組織 する 

案 .( 貞 重 氏 提案 )、 挙手 に よる 採決 の 結果 , 柳 成 

者 過半 数 に 達せ ず 否 決 . 

次 に 国際 観測 年 に 於 ける 国内 で の 和 観光 事業 及び 南 
極 で の 観測 事業 に つい て 本 会 は これ を 支持 する と い 
う 委員 長 提案 は 反対 意見 な し と 認め られ , 可決 され 
2 散 会 20.30 
[追記 | 原爆 に よる 人 工 地 震 研 究 の 問題 に つい て は 

翌日 和 達 氏 よ り 詳 細 な 経過 報告 が 行わ れ た . 

O 幹 事 会 1955 年 12 月 17 日 ( 土 ) 東大 地 物 教室 
出席 者 松沢 委員 長 , 浅田 , 浅野 , 笠原 , 宇佐 美 , 
田 治 米 , 竹内 , (内 田 ). 


1. 秋季 学会 後 始末 の 件 . 会 計 報 告 ( 字 佐 美 幹事 ) 
支出 アブ スト ラク ト 印 刷 費 壮 4,000. 
小 使 , アル バイ ん 3 
会 場 費 等 ea 
IA 拓 ア アシ ドラ クト 売 半 6,300. 
会 如 ) 半 8,200. 


前 の as 半 2 光 
今回 の 赤字 は 学会 一 般 会 計 よ り 出 し た . (報告 承認 
2. 寺井 日 時 ... 地 物 連 合 の 申 
合せ に より 5 月 14 日 (月 )~ー19 ( 土 ) の 期間 中 に 開催 
する と と と な つて いる の で 本 幹事 会 は , 5 月 15 目 
( 火 ), 16 日 ( 水 ), 17 日 ( 木 ) と 決め た ・ 場 所. 東大 理 
学部 2 号館 (第 2 候補 と し て 国立 博物 館 ). 会 場 の 交 
渉 は 他 の 学会 に 先立つ て 行う こと . シン ポジ ウム . 
「 津 波 」 に 関し て 高橋 龍太 郎 氏 に 依頼 (交渉 は 笠原 
幹事 ) 承認 を 得 た 上 で 幹事 会 案 と し て 至急 委員 名 位 
に 連絡 する 事 と し た . 

何 , 開催 中 の 時 間 割 の 大 要 に つい て 地 物 連合 に 報 
告 する 必要 上 下記 の 予定 を 立て た . 


調 事 167 
日 潮 前 | 正午 年 後 
16 | 対 演 AN 

選 っ さ 
12 旧 』 講 演 見 
3. 部 省 昭 和 31 年 度 科学 研究 偶 等 分 科 宏 議 委 


会 委員 候補 者 の 件 . 地 物 連合 広野 幹事 の 連絡 に も 
と づき , 委員 各位 に より 本 会 内 より 推薦 され た 候補 
者 は 下記 の 通り 

松沢 武雄 11 票 , 


佐々 憲三 11, 本 多 弘 吉 4, 
田 治 米 鏡 二 2 , 和 達 清 夫 1, 萩原 尊 礼 1, 
人 果 数 15 枚 30 票 , 開票 立会 人 浅田 , 田 , 笠原 , 
上 位 2 名 を 地 物 連合 に 推薦 し た . つい で 省 参 加 学 

会 より 寄せ られ た 推薦 者 に つき 再選 挙 を 行 つた 結 

来 , 理 山 久仁 , 日 高 孝次 , 菅原 健 , は 


腔 一 , 正 野 重 方 の 6 氏 が 地 物 連合 より 学術 会 議 に 推 
2 
4. その 他 . 


3) 水爆 実験 の 件 . 表記 の 件 に 関し 地震 分 科 に 
何等 か の 通知 が な され た 際 は , 本 会 宛 そ の 内 容 を 
連絡 され る よ 2 地震 分 科 表 幹 事 に 申 入 を 行う こと 
と な つた . (交渉 笠原 幹事 ). 

b) 葵 助 会 綴 の 件 . 現在 の 加入 者 は 従来 通り , 
(1 ロ 1000 円 ) 今後 の 加入 者 は 1 ロ 5000 円 と する . 

c) Journal of Physics of the Earth の 件 . 
地震 , 火山 , 測地 3 学会 の 合同 誌 と する べく 過 日 
の 委員 会 に より 火山 , 測地 へ 申 入 が 可決 され た の 
で , 竹内 幹事 の 「 申 入 」 の 原稿 が 報告 され た ・. ( 承 
認 ). 価 , 廊 書 と 共に 実物 1 部 を 添え る 事 と し た . 

d) 事務 員 日 割 の 件 . 従来 の 月 , 水 , 土 を 火 , 木 , 
土 に 変更 する . 

e) 学会 誌 の 件 . 8 巻 1, 2 号 を 増 商 し た た め 経 
費 が か か りす ぎ た の で , 3,4 号 は 減 綱 発行 され た 
いと の 報告 を 受け た . ( 生 佐 美 幹事 ) 

f) 委員 会 の 件 . 翌年 1 月 開催 . 議題 . 今後 の 
運営 , 規約 の 改正 等 , 詳細 に つい て は 追 つ て 通知 
する 事 と し た . 

g) ボー ナス の 件 . 
る 連 だ し た だ 。 

h) 震 災 予防 調査 会 報告 の 件 . 欧文 .. 北 大 に 譲 


lm 


『 務 員 の ボー ナス は 1.5 支 
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渡し た 分 は 支払 を 受け た (25,000 円 ) 科学 博物 館 
は 未だ 受け て いな い . 和 報 ... 雄 松堂 (5,200 円 ), 
稔 書房 (7,850 円 ), 稔 書房 (1,450 円 内 950 円 は 欧 
婦 の 代 ) に 譲渡 
)) 松 助 会 費 受領 . 明石 規 作 所 (29.30) 2 万 円 , 
大 成 建 設 (29) 1 万 円 , 鹿島 達 設 (29 年 ) 1 万 円 . 
以 
〇 火山 学会 及 測地 学会 へ の 申し 入れ 

地震 学会 の 欧文 雑誌 に Journal of Physics of 
the Earth と いう の が あり ます . 

年 2,3 回 の 発行 で 現在 3 巻 1 号 ま で 出し て 居り ま 
すず . 1 回 30 て 50 ペ ニ ジ で す . 

貴 学 会 は この よ うな 了 欧 女 雑誌 を お 持ち に な つて い 
な いと 聞い て 居り ます . 各 学 会 が 各々 の 欧文 雑誌 を 
持つ こと は 経済 的 に も 困難 で あり , また , 普及 その 
他 の 事 か ら 考 えて $ も 有利 で な いよ うに 思わ れ ま す ・. 
貴 学 会 と 地震 学会 と は , 関係 する 分 野 $ 広 い の で す 
し , この 際 , 貴 学 会 る 上 記 の Journal に 御 参加 頂 
け ま せん か ・ (火山 学 ) (測地 学 ) 会 に も 同様 の 廊 書 を 
出し て 居り , Journal を これ 等 3 学会 の 欧文 雑誌 に 
し て 一 そ 2 立派 な も の に し た いと いう の が 地震 学会 
の 希望 で も あります . この 趣旨 を 御 検討 下さ つて , 適 
当 な 機会 に 御 返 事 い た だ け な い で し ょ うか 、. 
〇 日 本 地球 物理 学 連 合 事務 報告 

学術 会 議 の 地球 物理 学 連絡 委員 会 が 政府 機関 で あ 
る に 対 し, 地球 物理 学 関係 の 学会 を 括 し て 代表 す 
る 民間 機関 の 必要 が , 主 と し て 対外 的 変 渉 に 際 し て 
感 ぜ られ る よう に た なり, 昨年 春 本 連合 が 結成 され た . 
昭和 24 年 12 月 15 日 と 25 年 1 月 17 日 に 連合 結成 
準備 会 , 3 月 18 日 に 結成 懇親 会 開か る .) 

本 連合 会 の 進む べき 道 は 結成 会 で 発表 され た 要項 
に 尽き る が , その 後 , これ を 基 に し て 規約 が 作ら れ 
た の で 下 に 掲げ る . 
地球 物理 学 連 合 規約 

1. (組織 ) 本 連合 は 日 本 に 於 ける 地球 物理 学 関係 
学会 の 連合 体 で ある . 

2. (目的 ) 本 連合 は 関係 学会 及び 各 機 関 と の 連 
絡 , 協調 及び 各 学 会 々 員 間 の 親睦 を は か る こと を 目 
的 と する . 

3. (会 計 ) 構成 学会 の 分 担 金 は 年 1000 円 と する . 
4. (事務 ) 

a. 連絡 の 事務 は 当番 学会 が 行 ぅ . 


事 
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b. 当番 学会 の 任期 は 1 年 と し 参加 学会 が 順次 
これ に 当る . 更 送 期 は 3 月 末 と する . 

c. 本 連合 の 事務 連絡 先 は 当番 学会 幹事 と し , 
代表 事務 所 は 東京 大 学 地震 研究 所 気 付 と する ・ 
5. (事業 ) 

a. 本 連合 は 春秋 2 回 定期 連絡 会 を 開く ほか , 
随時 に 了 臣 時 連絡 会 を 開く こと が 出来 る . 

b. 連絡 会 の 構成 員 は 原則 と し て 参加 学会 の 連 
絡 幹事 各 1 名 より な る . 当番 学会 は 更に 連絡 幹事 
1 名 を 加え る . 

但し , 臨時 連絡 会 は 議題 に 関係 する 学会 の み に 
て 開く と と が 出来 る . 議題 は 事前 に 加盟 学会 に 通 
知 され 議事 内 容 は 後日 他 の 学会 に も 報告 され る ・ 

c. 連絡 会 の 主 な 議題 は 次 の 如き も の で ある ・. 

講演 会 等 の 合同 開催 , 研究 費 審査 要員 , 学 土 院 
会 員 候補 者 , 各種 栄誉 賞 受 賞 候補 者 等 の 推薦 の 連 
絡 , 其他 . 

( 附 ) 本 会 の 運営 に 当り 加盟 各 学 会 の 自主 性 は 

充分 尊重 さき れる も の と する . 

本 連合 に 加盟 し た 学会 は , 測地 学会 , 地震 学会 , 
物 探 学会 , 火山 物理 研究 会 , 地球 電磁 祭 学 会 , 日 本 
気象 学会 , 海洋 気象 学会 , 農業 気象 学会 , 海洋 学会 , 
雪氷 学会 , 陸 水 学会 , 水 理 研究 会 の 12 学会 で ある . 

本 年 の 当番 学会 は 地震 学会 が 当り , 広野 委員 が そ 
の 幹事 と な つた . 4 月 18 日 に 第 1 回 , 5 月 16 日 に 第 
2 回 , 11 月 30 日 に 第 3 回 , の 連絡 幹事 会 が 震 研 で 
開か れ た .- 

会 議 で 決定 し た 主 な 事柄 は , 1) 規約 , 2) 合同 講 
演 会 の 開催 , で ある . 2) に つい て は 会 場 な どの 都合 
で , 東京 ( 旧 市 内 中 ) で , 5 月 14 日 か ら 19 日 の 期間 
中 に 開く こと が 決め られ た . 

通信 事務 的 に 処理 され た 事柄 は , 1) 学術 会 議 * 順 
和 30 年 度 婦 部 省 科 学研 究 費 等 分 科 審 議 委員 会 ” ょ 
り 人 分科 代表 者 1 名 の 推薦 方 依頼 , 2) 学術 会 議 より 
"昭和 31 年 度 女 部 省 科 学研 究 費 等 分 科 審 議 委 員 会 
の 委員 候補 者 推薦 方 依頼 , で あつ た . 2) に つい て は 
選挙 か 行わ れ , 畠山 久 谷 , 目 高 孝次 , 菅原 健 。 佐々 
憲三 , 安芸 央 一 , 正 野 重 方 の 諸氏 が 順位 を 附 し て 推 
訪 さ れ た が , 結局 , 委員 と し て , 日 高 , 佐々 両氏 が 
決定 され た . (広野 記 ) 
〇 地震 分 科 そ の 後 の 活動 ( 其 の 1) 

1. 日 本 学術 会 議 , 長期 研究 計画 調査 委員 会 , 基礎 


沿 会 
科学 小 委 員 会 北川 主任 より 7 月 4 日 附 で 本 研 連 委 委 
員 長 宛 に 長期 的 観点 か ら み た 基礎 科学 振興 上 の 諸 
問題 に つい て 照 介 が あつ た の に 対し 委員 長 よ り 地 
岩 分 科 と し て の 意見 を 求め られ た の で 文書 に より 各 
委員 の 意見 を 徴 し 7 月 27 日 回 答 を 発し た . (本 件 に 
つき 詳細 に 知る こと を 御 希 望 の 向き は 幹事 迄 御 連絡 
員 N さ い 。) 

2. 7 月 30 日 松沢 委員 和 達 主任 表 幹 事 で 会 
合 を も ち , 来る 8 月 12 日 ひら か れる 国際 地球 観測 年 
研究 連絡 委員 会 に 松沢 委員 が 本 分 科 を 表 代 し て 出席 
る と と と な る か る し れ な い の で まそ ぞ の 際 に は 。, 先 
に きめ られ て いる 本 分 科 の 決定 (本 誌 和 第 8 巻 第 
1 号 66 頁 参照 ) に 従い , 上 記 観 測 年 研 連 委 が 来る 9 
月 9 日 ブ プラッ セル で ひら か れる CSAGI の 国際 会 議 
に お いて 遠 圭 及び 朋 動 観測 に 関し て も resolution 
を と つて くれ る よう , 本 研 連 委 委員 長 を 通じ て 和 観測 
年 研 連 委 に 要請 する こと を きめ た . 

3. 8 月 18 日 上 記 の 件 に 関し , 観測 年 研 連 委 
か ら の 勧告 に 従い 本 研 連 委 坪 井 委 員 長 の 名 前 で 
IUGG の Laclavere 幹事 に 書面 を お くり 同 幹 事 が 上 
記 の 主旨 を ブラ ッ セ ル の 国際 会 議 に 取 継 いで くれ る 
よう 依頼 する と と と し た :. 

4. 9 月 21 日 さき に 8 月 16 日 附 で IUGG, 地震 
及び 地球 内 部 構造 分 寺 Bullen 主任 より 和 達 清 夫 狗 
に , 来る べき 地球 観測 年 に 際 し 原子 爆弾 の 爆発 に よ 
る 地震 動 の 国際 観測 を 行い 地球 内 部 構造 を 研究 する 
た め 特 別 な 委員 会 を 組織 する こと を 提案 し て は ご 2? ぅ 
か , その 際 和 達 に その 委員 会 の メン バー の 1 人 と し 
て は いる 意志 が ある か 否 か 等 を 問合せ る 手紙 が 送達 
され て きた . 和 達 は と の 件 に 関し 学術 会 議 そ の 他 の 
意見 も ふき ぎ き 慎 重 に 考慮 し た 結果 , それ ら の 意見 も 添 
えて と この 件 に つき どの よう な 返事 を Bullen 宛 に 出 
すべ きか に つい て 本 分 科 委 員 の 意見 を 徴 する 書面 を 
竹 委 員 宛 に 発送 し た . 

5. 10 月 11 日 本 分 科 主任 より 各 委 員 に 対し, 
原爆 使用 に よる 国際 地震 観測 計画 に つい て は 本 分 科 
委員 , 学術 会 議 , その 他 の 意見 を 徴 し た 結果 下記 の 
よう な 主旨 の 書簡 を 近日 中 に ブレ ン 氏 宛 に 発送 する 
こと と な つた 由 が 通知 され た . 記 ・ 

現在 の と ころ 原子 爆弾 の 爆発 が 直接 間接 に 絶対 無 
害 で ある と いう と と が 確認 され て いな いか ら こ の 提 
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案 は 適当 な 時 期 が くる 迄 延期 し た 方 が よい と 思 わ れ 
29 ま 

6. 9 月 22 日 挟 井 地 物 研 連 委 委 員 長 が 9 月 26 
日 渡米 され 4 月 半 頃 迄 同 地 に 滞在 せら れる と と と な 
つた の で その 間 和 達 副 委員 長 が 委員 長 代理 を つと め 
OCS 


7。 9 月 9 日 ,10 日 の グ ブラッ セル 国際 会 議 に 際 し , 
採 択 され た 地震 関係 の resolution は 次 の よう で あ 
る . 


区 II. Seismology 


Resolution of the Working Group. 


The working group considers the seiSm0o- 
logical investigations are an indispensable part 
of the IGY prograrn. 

The working group recommends the follow- 
ing general seismic considerations for the IGY. 
A. The study of seismicity in regions of the 

world not easily accessible, principally in the 

Antarctic in connection with the expeditions 

nblDG (GE 

B. The study of seismicity of the regions not 
su 抽 ciently studied at present from the SeiS- 
mological point of view. 

C. The study of microseisms in connection 
with meteorological phenomena such as hur- 
ricanes, tyDhoons, etCc. 

1. The working grouD in addition recom- 
mends that special studies of the earth's 
crust be carried out as much as poSssible. 

2. The working group recommends that seiS- 
mological stations operating in the program 
of IGY be equipped with the most effcient 
apparatus for the determination of position 
of hypocenters of near and distant earth- 
quakes, their mechanism of origin and their 
energy, 

3. Antarctica The working grOuD DutS SDe- 
cial attention on the seismological progranl in 
the Antarctica which is included in the com- 


plex programn of the Antarctic expDeditionS., 
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The working group approves as a whole the 
plans of the location of seismological stations 
in the Antarctic as Droposed by several count- 
ries (U.S.A., U.S.S.R., France, Great Britain, 
Argentina, and New Zealand) but wishes to re- 
commend the following: 

A. That Australia organizes seismological sta- 
tions on the Macquarie Islands and on Mawson 
Land. 

B. That, if possible, the results of the Seis- 
mological stations be broadcast in one of the 
existing codes and that this be included in 
the special radio broadcasting programs of 
the Antarctic Stations: and that this data be 
included in the International Seismological 
Bulletin. 

C. That the greatest possible number of seiSs- 
mological stations organized in Antarctica, 
be continued an permanent stations after the 
1GY. 

4. Arctic. 
program of the U.S.S.R. to organize three 


The working group approves the 

new Seismological stations in the Arctic 
Zone, and recommends that other countries 
with stations in the Arctic Zone, intensify 
their activity and improve their equipment. 
It is recommended that Norway establish a 
Seismological station in Spitzbergen. 

5. The working group recommends that, in 
connection with IGY, new seismological sta- 
tions be organized and existing stations im- 
proved in the equatorial and south tropical 
Zones (South and Central America, Africa, 
Indonesia and the Islands of Pacific and Indian 
Oceans) and calls upon the recommendations 
if possible. For these countries which have 

no seismological stations, it iS recommended 

that at least one station be organized during 

1【6 人 0 

recommended that the help of other countries 


be utilized. 


If the country is unable to do so, it is 


In connection with this, the 


working group welcomes the rendiness of 


mi 


dml 
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U.S.A.』and U.S.S.R to help se up these 

stationS. 
6. IMicroseismie observations. The working 
grOuD welcomes the intention to study micro- 
seisms during IGY expressed by India, Ireland, 
Japan, Mexico, Argentina, France, IMorocco, 
Union of South Africa, U.S.A. and U.S.S.R. 
and recommends the reading of microseiSmmnS 
be made four times a day according to deci- 
sions of the conference at Rome (0, 6, 12, 18 
Universal time) and also for the time of the 
greatest amplitudes of microseiSmmic stormS. 
hese 
about amplitudes and periods. It 
mended that this data be published in the 
IMonthly Bulletin of Stations. 


readings must contain information 


1S TeCOIm- 


If this cannot 
be fulfiled, it iS recommended that times of 
beginning of maxima amplitude, and of end- 
ing of microseismic storms be read. During 
and especially after IGY, more detailed data 
(seismogram copies and more detailed read- 
ings) Should be made available for special 
periods of meteorological and oceanographic 
activity. 

It is recommended that results of these de- 
tailed studies be published in national bulletins 
and also in the Bulletin of the International 
Seismological Bureau for general distribution. 
his concentration of data should not hinder 
adirect exchange between stations, groupS of 
stations, etc. 

The working group recommends that during 
IGY,the greatest possible number of tri-partite 
stations be operated and results published in 
national bulletins, and also in special bulletins 
of the International Seismological Bureau. 

7. Additional Seismological studies. The work- 
ing group calls upon all countries wherever 
Dossible, to conduct special 


seismological 


studies. It welcomes the intentions of the 
U.S.A. in the special studies of the earth's 


crust and recommends to the USSR that they 


を 
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initiate such studies in the area of the north 


western Pacifc Ocean. 


8. Collection data and publication. The work- 
ing group recommends that the results of the 
interpretation at microseims and copies of 
seismogram obtained during the IGY, be col- 
lected, not only in the International Seismo- 
logical Bureau, but also in international 
centers in which are collected the meteorolo- 


gical and other observations of the IGY. 


These centers must, on request of the national 
Committees, obtained from the stations the 
copies of necessary SeismogramSs and to distri- 
bute them in the form of microfilms or photo- 
copies. After IGY, the copies of all station 
seismograms operating during the Geophysical 
Years only must be collected in the Inter- 


national Seismological Bureau. 


9. Leadership for the Seismological Investiga- 
tion bytheIGY Program. The Working group 
recommends that the leadership and coordina- 
tion of all seismological investigations under 
IGY program, be done by the International 
Association of Seismology and Physics of the 
Earth's Interior and that, as soon as DOSSible, 
a commission of representations of the Dar- 


ticipating countries be organiZed. 


9. 10 月 28 日 仙台 東北 大 学 に お いて 地震 分 科 
の 会 合 が ひら か れ た だ た ・『) 報告 事項 . 和 達 主任 が 行 つ 
た 報告 の 中 主 な 事項 は 次 の よう で あつ た ・. 》 昭和 
30 年 3 月 以降 の 本 分 科 の 活動 の 経過 報告 が 行わ れ 
ぅ けい れ ら れ た だ た. ii) 1957 年 南米 ブ プ テ ノ ス ア イレ ス 
で 開催 を 予定 され て いた TIUGG の 総会 は 都合 で カナ 
ダ で 開催 され る よう に な る で あろ うと の 情報 が あ 
る . iii). 本 分 科 の 定員 の 件 に 関し て は 本 年 3 月 以 
後 研 連 委 主任 幹事 会 が ひら か れ て いな い の で 本 分 科 
の 意志 を 表示 する 機会 か な か つた が 近く 主任 幹事 会 
が ひら か れる こと と が 予定 され て いる の で その 折 本 分 
科 の 要望 を 強く 開陳 し た い . 

(IT) 協議 事項 . 1) 国際 地球 観測 年 に 際 し 地震 関 
係 の 具体 的 観測 計画 を た て る た め に 近く 東京 で 分 科 
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会 を ひら く こ と を 申し 合わ せ た . せ ) 大 地震 の 余震 
観測 に 関し て は 次 回 会 合 迄 に 何等 か の 案 を つく つて 
お く と と と し た . ii) 1956 年 米国 加 州 で ひら か れる 
答 で ある World Conference of Earthquake Engi- 
neering の 会 合 の と と に つい て 語 し が 出 た . iv) 本 
分 科 と 地震 学会 と の 連絡 に 関し て は 松沢 委員 が その 
真 克 数 と た る こと を ぎ きめ あ た 、 ( 59 


附 記 . 地震 分 科 と 地震 学会 と の 連絡 に つい て は 昨 
年 3 月 の 改選 以後 は その 責任 者 が は つき り 定 め ら れ 
て いま せん で し た の で 止む を 得 ず 私 が その 務め を 果 
た し て きま し た が 10 月 28 日 の 分 科 会 の 折 上 記 の 通 
り そ の 責任 者 が きま り ま し た の で この 日 以後 の こと 
に 関し て は 松沢 委員 か ら , 細 大 , 御 連絡 が ある 管 で 
あり ます . ( 表 俊一 郎 記 ) 


〇 地震 分 科 そ の 後 の 活動 ( 其 の 2) 

1. 国際 地球 観測 年 研究 連絡 委員 会 より , 本 分 科 
あて , 同 委 上 員 会 内 に 地震 関係 の 小 委員 会 を 設け る た 
め 候 補 者 を 推 せ ん する 様 申 入 か あつ た の で 同 委 員 会 
の 意向 も 参 陳 し て 松沢 武雄 , 区 原 尊 礼 , 和 達 清 夫 , 佐 
々 憲三 , 本 多 弘 吉 の 五 氏 を 推 せ ん する こと と と し た . 

2. I.G.Y. に た いす る 地震 分 科 の 計画 は 11 月 14 
日 の 日 本 学術 会 議 国際 地球 観測 年 研究 連絡 委員 会 幹 
事 会 及び 測地 学 審議 会 国際 地球 観測 年 特別 委員 会 に 
於 いて 次 の 如く 変更 され る と と に な つた . 

り 3 年度 予算 は 提出 時 期 が お くれ た た め 採 択 
し 難い . 

ji) 人 工 地震 に よる 地殻 研究 は , 国際 鈴 測 年 に 
際 し て 行わ ね ば な ら な い 理 由 を 見 出し 難い の で 採 
択 し 難い ・ 

i) 遠 地 地震 観測 は , 新設 1, 強化 2, 脈動 は 

強化 3, の 目標 で 計画 の こと . 

3. TI.G.Y. に 於 る 日 本 の 地震 稚 測 委員 会 で は 選挙 
の 結果 和 達 委員 を , 同 委 員 会 要員 長 に 推 乱 し た ・ 

4. 原子 爆弾 に よる 実験 の 問題 は 下記 の よう? な 状 
態 に ある . 1955 年 12 月 ) 

i) その た め の 委 員 会 に 現在 Sir Harold 
Jeffreys, Prof。 Gutenberg, Dr. Stonely, Prof. 
Rothe 及び Prof. Bullen か ら な つて 居る . 人 条 
Dr. E. Wanner は 急死 を 報 ぜ られ た だ た. 

ii) 地磁気 及び 趣 高 層 物 理学 (aeronomy) 委員 
長 arof. . Bartels 原子 爆弾 の 爆発 は I.G.Y. 中 
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に 行わ れる 観測 に 相 い 影響 を あたえ る 恐れ が ある 
と いう 申入れ が あつ た . し た が つて 場合 に よ つ て 
は この 計画 は I.G.Y. か らき り は な さ な け れ ば な 
ら ない. 

ii) Prof. Beloussov か ら は 原子 爆弾 と 同じ 程 


度 の 効果 の 普通 の 爆 楽 で 行 つ た ら 如 何と の 申入れ 
0 た 2 の (GE 

iv) 今回 の 計画 に 対し て は 各 方 面 か ら , 讃 成 か 
ら 反 対 に いた る まで いろ いろ な 反応 が あつ た . 
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